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伊藤 聡美、新里 忠史、操上 広志 

 

(2025年 5月 12日受理) 

 

 平成 23（2011）年 3月 11日に発生した東日本大震災とそれに伴って発生した津波により東
京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所の事故が発生し、その結果、環境中へ大

量の放射性物質が放出された。そのため、日本原子力研究開発機構（以下、機構）は環境中の

放射性物質の動態研究を開始し、機構のWebサイト「根拠情報 Q&Aサイト（以下、QAサイ
ト）」上で成果発信を行った。また、機構の環境動態研究に加え、種々の機関が取得・公開した

環境中の放射性物質や空間線量率のモニタリングデータを収集・整形して集約したデータベー

スサイト「放射性物質モニタリングデータの情報公開サイト」を開設した。その後、研究によ

り得られた知見と、実際のモニタリングデータを一体のものとして公開するため、ポータルサ

イト「福島総合環境情報サイト」（FaCE!S;フェイシス）として取りまとめて運用した。 
 福島国際研究教育機構（F-REI）の発足に伴い、機構の環境動態研究は終了し、F-REI へ移
管されることとなった。そのため、環境動態研究の情報公開サイトである QA サイトも令和 7
（2025）年度以降 F-REIへ移管されることとなった。 
本報告書は、令和 6（2024）年度時点までの FaCE!Sに関する取り組みをまとめるとともに、

令和 6（2024）年度時点の QAサイトをアーカイブとして保存するものである。 
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 The Great East Japan Earthquake and the following tsunami caused the accident 
at the Fukushima Daiichi Nuclear Power Station. As a result, a large amount of radioactive 
materials was discharged into the environment. The Japan Atomic Energy Agency (JAEA) 
started research on the dynamics of radioactive materials in the environment and 
disseminated the results on the JAEA website “Base Information Q&A Site”. A database 
site “Database for Radioactive Substance Monitoring Data” was also established to collect, 
form, and consolidate monitoring data on radioactive substances in the environment and 
air dose rates obtained and disclosed by various organizations, in addition to the 
environmental dynamics research of JAEA. Subsequently, in order to release the findings 
obtained through the research and the actual monitoring data as a single entity, they were 
compiled and operated as the portal site “Fukushima Comprehensive Environmental 
Information Site” (FaCE!S).With the establishment of the Fukushima Institute for Research, 
Education and Innovation, F-REI, the environmental dynamics research at JAEA was 
terminated and transferred to F-REI. Therefore, the Q&A site was also transferred to F-
REI in FY2025. 

This report summarizes the efforts of FaCE!S up to FY2024, and archives the Q&A 
site as of FY2024. 
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1. はじめに 
 

平成 23（2011）年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震とそれに伴って発生した津波
により東京電力（株）福島第一原子力発電所の事故が発生し、その結果、環境中へ大量の放射

性物質が放出された。事故により放出された放射性物質のうち、長期間にわたり環境に残留す

るものは放射性セシウムである。放射性セシウムは森林に多くが沈着し、時間の経過とともに

自然の駆動力により生活圏や河川、海へ移行し、生活や健康に影響を及ぼす可能性が懸念され

た。そのため、日本原子力研究開発機構（以下、機構）を含む多くの研究機関が調査研究を行

ってきた。 
機構では、環境中に放出された放射性セシウムの移行挙動を評価予測することを目的とした

環境動態研究を平成 24（2012）年 11 月より進めており、得られた知見を福島研究開発部門
（現・福島廃炉安全工学研究所）のホームページ上で「根拠情報 Q&Aサイト」（以下、QAサ
イト）を設けて発信してきた 1)。QAサイト上では、機構の研究成果のみならず、関連する他の
研究機関（例えば、国立環境研究所や福島県環境創造センター研究部など）の成果も、当該機

関の了承の下掲載した。 
また、上記の通り、環境中に放出された放射性物質の量や分布、経時変化を把握するため、

国の総合モニタリング計画等に基づき、機構を含む様々な機関により放射能や空間線量率のモ

ニタリングが行われてきた。これらのモニタリングデータは、放射性物質の挙動に関する貴重

なデータであるが、取得した機関によってフォーマットが様々であるなど利用性に難があった。

このため、機構では自らが取得したデータだけでなく、原子力規制庁を始めとする各省庁や福

島県等自治体、東京電力ホールディングス（株）の取得したデータを収集・整理し「放射性物

質モニタリングデータの情報公開サイト」（以下、EMDB。開発名称 Environmental Monitoring 
Databaseより）として機構ウェブサイト上で公開してきた 2-5)。EMDBは令和 4（2022）年度
より原子力規制庁からの受託事業「放射性物質測定調査委託費（東京電力株式会社福島第一原

子力発電所事故に伴う放射性物質の分布データの集約）事業」により運営されてきた 6)。 
調査研究により得られた知見を示す QAサイトと環境放射線モニタリングデータを集約する

EMDBにより、科学的な裏付けに基づいた情報を適時適切に提供するため、機構はこれらのサ
イトをポータルサイト「福島総合環境情報サイト」（以下、FaCE!S（フェイシス）。Fukushima 
Comprehensive Environmental Information Siteより愛称として命名）として結び付け、令
和元（2019）年より運営してきた。 
福島復興再生特別措置法に基づく福島国際研究教育機構（以下、F-REI）の発足に伴い、機

構の環境動態研究は終了し、令和 7（2025）年度当初に F-REIへ移管されることとなった。こ
れに伴い、環境動態研究の一環として運営していた QAサイトも F-REIへ移管されることとな
った（福島国際研究教育機構の基本構想（令和 4 年 3 月 29 日復興推進会議決定））。一方、
EMDBは当面、機構が原子力規制庁からの委託の下で運営を継続する方針である。 
本報告書は、令和 6（2024）年度時点までの FaCE!Sに関する取り組みをまとめるとともに、

令和 6（2024）年度時点の QAサイトをアーカイブとして保存するものである。 
 

- 1 -

JAEA-Data/Code 2025-008



  

2. 福島総合環境情報サイト（FaCE!S） 
2.1  概要 
 福島総合環境情報サイト FaCE!Sは、調査研究の成果やそれらにより得られた知見を分かり
やすく取りまとめた QA サイト（2.2 節）と EMDB（2.3 節）を取りまとめたポータルサイト
である（https://fukushima.jaea.go.jp/ceis/）。トップページには森（森林）・川（河川）と海（近
海）・街（市街地）・食（食料）・空間線量率のこれまでの知見・傾向及びそれらの全体概要を分

かりやすく示す図をカルーセルで表示し、各図からは QAサイトの該当項にハイパーリンクを
設置している（Fig. 1）。 
 

 
Fig. 1  FaCE!Sトップページ（令和 6年時点） 

 
 FaCE!Sにはポータルサイトとしてのトップページと、FaCE!S（QAサイト、EMDB）の使
い方ガイド（パンフレット）（Fig. 2）及び情報収集に役立つ関連リンク集（Fig. 3）を設置し
ている。 
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Fig. 2  FaCE!S 使い方ガイド（上図：表紙、下図：内面）

日本語 ver.

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構
福島廃炉安全工学研究所

廃炉環境国際共同研究センター（三春地区）

◎アクセス
〒963-7700 福島県田村郡三春町深作10-2
福島県環境創造センター 研究棟
◎お問合せ
Mail：fukushima-ceis@jaea.go.jp

FaCE!S
検索ワード； FaCE!S JAEA
URL：https://fukushima.jaea.go.jp/ceis/

使い方は次のページへ⇒

「福島の放射性物質は
どうなっているの？」
そんな疑問にお答えできる

“環境動態研究”
についての情報サイトです！

FaCE!S JAEA

※福島の環境動態研究・モニタリング

福島県の環境の中で放射性物質がどのように移動するのか。
植物や動物、森林、川、海などで放射性物質の動きについて調査・研究をしています。

┷いろんな質問にお答えします┷
・福島県の食べ物は安心できるの？
・森の中にセシウムは残っているの？
・私の住んでいる町の放射線量はどれくらい？

福福島島県県のの放放射射性性核核種種ののデデーータタにに関関心心ががああるる方方
向向けけののデデーータタベベーーススでですす。。

国や地方自治体、研究機関等が新しく公開した
＼ 環境モニタリングデータを定期的に集めて公開しています。 /

福福島島県県内内でで放放射射性性物物質質がが
どどののよよううにに存存在在ししてていいてて、、ここれれかかららどどううななるるののかか
知知りりたたいい方方向向けけののQQ＆＆AAササイイトトでですす。。

これまでの環境動態研究の成果を根拠になる情報と一緒に
＼ わかりやすくお答えします。 /

気になるワードの 💬💬💬💬 や調査内容を一覧
からクリック！ ＱＱ（（疑疑問問））とＡＡ（（回回答答））、
それらの下に解説が表示されます。

どんな調査・核種・期間の情報が見たいですか？
＼ 様々な調査内容のデータを準備しています。 /

① 気になる調査のピクトグラム
（大分類）をクリック！

② 検索条件の測定期間を設定

③ プルダウンで測定対象核種※1を
選択

※空間線量率の測定は放射線量を測定しているため、
核種の区別はできません。

④ 測定項目を選択

⑤ 【≪地図に表示する】をクリック！

①①
【モニタリングデータ表示の手順】

～たとえばこんなQ&Aがあります～
ＱＱ :: 放射線量の低下しやすいところは、どんな特徴がありますか。
ＡＡ :: 森林よりも市街地の方が放射線量は低下しやすい。

コンクリートやアスファルトに付着した放射性セシウムが風雨で流されやすいためです。

ＱＱ :: 森林のほとんどは除染されないと聞きましたが、セシウムは森林内に残っているのですか。
ＡＡ :: 森林内にセシウムは残っていますが、森林から1年間に流出するセシウム量は

森林に存在するセシウムのわずか1％以下であることが分かりました。

Cs-137は、半減期の長さや、測定の
簡便さから指標として評価される
ことが多い核種です。

【Ｑ＆Ａサイトの使い方】

※1測定対象核種について

： 検索条件（見たい調査内容の条件を設定）

： 地点データ（経時変化グラフやデータテーブルの表示、
csv、KML、SHPファイルのダウンロード）

アイコン・機能紹介

②②

③③

期間

核種

④測定項目

⑤⑤

： 年次ダウンロード
（csvファイルのダウンロード）

： 地図の拡大・縮小

半減期は約8日
半減期は約2年
半減期は約30年
半減期は約29年

I-131：ヨウ素131
Cs-134：セシウム134
Cs-137：セシウム137
Sr-90：ストロンチウム90

【応用】
ページ下部「さらに詳しく(専門家向け）」で
さらに詳しい調査内容の表示、論文など
根拠となる参考文献が表示されます。
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Fig. 3  リンク集 

 
 
2.2  根拠情報 Q&Aサイト 
 QA サイトは、主に放射性物質の環境動態に係る知見を整理・提供している情報サイトであ
る（https://fukushima.jaea.go.jp/QA/）（Fig. 4）。トップページや浅い階層の記事は、ユーザー
が親しみやすいよう明るいタッチのデザインとしている。 
情報の提供に当たっては、ユーザーの興味対象や掲載情報の閲覧目的を想定する必要がある。

QA サイトにおいては、広く知見を提供する観点から、一般の方々から専門家まで、異なる情
報量のページを準備する階層構造とした（Fig. 5）。QA サイトでは主に一般の方に向けた第 1
層（図表等を用いた簡単な説明）（Fig. 6）、さらに詳細な情報を掲載した第 2層（Fig. 7）及び
それらの根拠情報となる論文や報告書、関連ウェブサイト等を掲載した第 3 層（Fig. 8）を設
けている。また、各記事は機構の研究成果の他、機構と共同研究等を行っている関係機関や大

学による研究成果、国のモニタリング結果の概要も含め掲載している。 
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Fig. 4  QAサイトトップページ 

 
 

  
Fig. 5  QAサイトの構造イメージ 
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Fig. 6  QAサイトコンテンツ例 1 

「Q 放射性セシウムは森林内のどこに、どれくらい蓄積しているのですか。時間とともにど
のように変わりますか。」の記事前半を例示した。一般の方向けの記事（第 1 層）として、写
真、図表等を用いて分かりやすく説明している。  
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Fig. 7  QAサイトコンテンツ例 2 

「Q 放射性セシウムは森林内のどこに、どれくらい蓄積しているのですか。時間とともにど
のように変わりますか。」の記事後半を例示した。 
図中Ⓐ「さらに詳しく（専門家向け）」は、本記事についてさらに詳しく解説した記事へリ

ンクしている（Fig. 8）。また、図中Ⓑは本記事の元となった、参考文献（外部サイト）へリ
ンクしている。  

ⒶⒶ  

ⒷⒷ  
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Fig. 8  QAサイトコンテンツ例 3 

（「さらに詳しく（専門家向け））記事の一例。冒頭のみ示す。）  
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 令和 6（2024）年 10月時点で QA サイトに掲載していた総記事数は 170件である（日本語
版のみ。専門家向け記事を除く）。 

Table 1に令和 6（2024）年 10月時点の QAサイトのカテゴリー一覧及び記事件数を、付録
1に記事一覧を示す。 
 

Table 1  QAサイト カテゴリー一覧及び記事件数（令和 6(2024)年 10月時点） 
大項目 小項目 記事件数（内訳） 

放射性物質・空間線量率 全般 4（機構 4） 
放射性物質 5（機構 5） 
空間線量率 14（機構 14） 
測定方法 10（機構 8， 

機構・国立科学博物館 1， 
機構・法政大学・国立科学博物館 1） 

被ばく線量評価・除染 全般 3（機構 3） 
内部被ばく 5（機構 4，NIES※1 1） 
外部被ばく 9（機構 9） 
除染 9（機構 6，福島県 3） 

放射性物質の動き－森林 森林内外の移動 15（機構 12，NIES 2， 
筑波大学・機構 1） 

森林内の移動 20（機構 11，FFPRI※2 5， 
FFPRI・NIES 2， 
機構・FFPRI・筑波大学 1， 
福島大学・FFPRI 1） 

放射性物質の動き－河川

水系 
河川での移動 28（機構 26， 

福島県・NIES・機構 2） 
ダムでの移動 8（機構 8） 
海での移動 4（機構 4） 

生態系・林野火災・結果

の公表 
生態系への影響 13（機構 4，福島県環境創造センター 2， 

NIES 5，FFPRI 2） 
林野火災の影響 6（機構 2，福島県・NIES・機構 4） 
結果の公表 4（機構 4） 

処理水・廃炉に関する情

報 
トリチウム関連 4（機構 4） 
処理水関連 2（機構 2） 
廃炉関連 7（機構 6，機構・弘前大学 1） 

総記事数 170 
※1 NIES：国立環境研究所、※2 FFPRI：森林総合研究所 
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 QAサイトのアクセス履歴を Fig. 9に示す。月次の変動はあるものの、おおよそ漸増傾向に
ある。また、ALPS処理水の放出等の報道トピックに応じたアクセス数増加も見られた。また、
本アクセス解析を用いた解析も実施している 7)。 
 

 

Fig. 9  QAサイトのアクセス状況 
 
 
2.3  放射性物質モニタリングデータの情報公開サイト 
 EMDB は、機構のみならず東京電力ホールディングス（株）、原子力規制庁等省庁、あるい
は福島県の自治体等様々な機関の取得・公開したデータを収集・整形して掲載・公開するデー

タベースサイトである（https://emdb.jaea.go.jp/emdb/）（Fig. 10）。平成 27（2015）年 2月よ
り静的なサイト※3として機構公開サーバで運営していたが 3)、より利用者の操作自由度を高め

るために令和 3（2021）年 10月より動的サイト※4として改修し、運用を開始した 4-5)。令和 4
（2022）年度からは原子力規制庁受託事業「放射性物質測定調査委託費（東京電力株式会社福
島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質の分布データの集約）事業」により運営されている 6)。 
 EMDBは上記の通り、様々な機関のデータを収集・集約し、フォーマットを整形して公開し
ており、統一フォーマットによるデータ分析への貢献及び事故後の環境放射能に関する貴重な

モニタリングデータのアーカイブとして活用されるサイトである。 
 

 
※3 静的サイト：いつ、どこで、誰がアクセスしても、全てに同じ内容を表示させる Webサイト。前もって
書かれた HTMLファイルで構築されるため、HTMLファイルを書き換えない限り内容は変わらない。 
※4 動的サイト：アクセスしたユーザーの属性や条件、操作に応じて、適切な情報を表示させる Webサイト
のこと。EMDBの場合、データ検索条件等に応じて、データ、マップ及びグラフが表示される。 

ページ 人 
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Fig. 10  EMDB（トップページ） 

 
 
 EMDBの主な機能は以下の通りである。 
 マップ表示機能（ポイント、グリッド、市町村など）及び背景地図の変更機能 
 グラフ表示機能（時系列グラフ、深度分布グラフなど） 
 データダウンロード機能（CSV, KML, SHP） 
 データの詳細検索機能 
 表示画面の印刷、共有（URLアドレス出力）機能 
 
令和 6（2024）年 10月時点の掲載データ数は約 6,800万件であり、随時追加更新している。 

 Table 2に令和 6（2024）年 10月時点の EMDBのカテゴリー一覧、Table 3にコンテンツ一
覧を示す。 
  

- 11 -

JAEA-Data/Code 2025-008



  

Table 2  EMDB カテゴリー一覧 
（令和 6（2024）年 10月時点） 

大分類 中分類 

空間線量率 

航空機モニタリング 

走行サーベイ 

歩行サーベイ 

サーベイメータ（周辺線量当量率） 

モニタリングポスト・リアルタイム線量計 

バックグラウンド 

放射能濃度-土壌深度分布調査 土壌深度分布調査 

放射能濃度-沈着量 

土壌採取 

原位置測定等 

航空機モニタリング 

放射能濃度-土壌・環境試料 土壌・環境試料 

放射能濃度-大気浮遊じん 大気浮遊じん 

放射能濃度-降下物 
降下物 

月間降下物 

放射能濃度-河川水 河川・湖沼水 

放射能濃度-河川土壌 
河川底質 

河川周辺環境 

放射能濃度-海水 海水 

放射能濃度-海底土壌 海底土壌 

放射能濃度-食品・食料品 食品・食料品 

放射能濃度-飲料水 
飲料水 

湧水 

放射能濃度-野生鳥獣・水生生物 
野生鳥獣 

水生生物 

放射能濃度-曳航モニタリング 曳航モニタリング 

放射能濃度-廃棄物 下水汚泥 
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/0
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12
/0
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5 

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
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ト
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均
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ラ
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バ
ッ
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ウ
ン
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N
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/0
8 
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8 
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8,
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放
射
能
濃
度

-土
壌
深
度

分
布
調
査

 

土
壌
深
度
分
布

調
査

 
放
射
性
物
質
の
分
布
状
況
等
調
査
に
よ
る
ス
ク
レ
ー
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ー
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ー
ト
を
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い
た
土
壌
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に
お
け
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放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
深
度
分
布

 
N

RA
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11

/1
2 

20
23

/1
1 

24
,1
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放
射
能
濃
度

-沈
着
量

 
土
壌
採
取

 
福
島
県
に
お
け
る
土
壌
の
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
結
果

 
福
島
県

 
20

11
/0

8 
20

11
/1

0 
28
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放
射
性
物
質
の
分
布
状
況
等
調
査
に
よ
る
ヨ
ウ
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射
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濃
度
分
析

 
N

RA
 

20
11

/0
6 

20
11

/0
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射
性
物
質
の
分
布
状
況
等
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よ
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20
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/0
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東
日
本
で
採
取
さ
れ
た
土
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結
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島
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分
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結
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N
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/0
6 

20
11

/0
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放
射
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よ
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福
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京
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発
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よ
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結
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環
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結
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結
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東
京
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結
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湾
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EMDBのデータ登録フローを Fig. 11に示す。手順は以下の通りである。各機関のウェブサ
イトを周回し、元データを収集する（一部データは直接実施主体より受領する）。次に収集した

データを確認し、EMDB登録用の共通フォーマットへ変換する。本作業は、元データのフォー
マットが様々であることから基本的に手動の作業であるが、定期的に登録する定型データにつ

いては変換用のマクロを整備している。共通フォーマットへ変換したデータを、管理画面より

データベースに登録する。登録されたデータと利用者からの検索に基づき、マップやグラフが

表示される。 

 
Fig. 11  EMDBのデータ登録フロー 

青のボックスは手動の作業、橙のボックスはシステム内部で自動化された作業を示す。 
 

EMDBのアクセス履歴を Fig. 12に示す。 

 
Fig. 12  EMDBのアクセス状況

データ
収集

フォーマット
変換

データベース
登録 表示

マップデータ
作成

グラフデータ
作成

手動作業

システム
実施

ユーザのリクエスト

日本語/英語

ダウンロード
データ作成

ページ 人 
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3. 今後の方針 
 

 1章に記載した通り、福島復興再生特別措置法に基づく F-REIの発足に伴い、機構の環境動
態研究は終了し、令和 7（2025）年度当初に F-REI へ移管されることとなった。これに伴い、
環境動態研究の一環として運営していた QAサイトも F-REIへ移管されることとなった。 
 したがって、QA サイトの更新を今後機構は実施せず、福島廃炉安全工学研究所のウェブサ
イト上に令和 6（2024）年時点の最新サイトをアーカイブとして当面残し、公開を継続する予
定である。また、本報告書の付録で令和 6（2024）年時点の QAサイトを構成する電子ファイ
ル一式をアーカイブとして残す。 
 一方、EMDBは原子力規制庁からの委託の下で、継続して機構が運営する予定である。 
 上記の通り、令和 7（2025）年度以降 QA サイトと EMDB サイトの運営が分かれるため、
左記 2 サイトを結びつけるポータルである FaCE!S は役割を終えたものとし、令和 6（2024）
年度末で運用を終了する。 
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Table 4  QAサイト及び EMDBの外部コンテンツ・データ提供者 

情報等提供機関 

内閣府、福島県、福島県内各自治体 
環境省、厚生労働省、農林水産省、国土交通省、文部科学省 
原子力規制庁、海上保安庁、林野庁、水産庁、国税庁 
国立研究開発法人国立環境研究所 
国立研究開発法人森林研究・整備機構 森林総合研究所 
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 放射線医学総合研究所 
国立医薬品食品衛生研究所 
国立科学博物館 
国立大学法人福島大学 
国立大学法人筑波大学 
国立大学法人弘前大学 
学校法人法政大学 
United Nations Scientific Committee on the Effects of Atomic Radiation 
（UNSCEAR：原子放射線の影響に関する国連科学委員会） 
東京電力ホールディングス株式会社 
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空
間
線
量
率
の
低
下
し
や
す
い

と
こ
ろ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
特

徴
が
あ
り
ま
す
か
。

 

森
林
と
市
街
地
で
空
間
線
量
率
の
低
下
傾
向
を
比
較
す
る
と
、
市
街
地
で
の
ほ
う
が

空
間
線
量
率
の
低
下
す
る
の
が
早
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
く
っ
つ
い
た
セ
シ
ウ
ム
が
風
雨
で
流
さ
れ
や
す
い
た
め
で

す
。
一
方
で
、
森
林
か
ら
は
セ
シ
ウ
ム
は
流
れ
出
し
に
く
い
た
め
、
空
間
線
量
率
の

低
下
す
る
速
度
は
遅
く
な
っ
て
い
ま
す
。

 

原
子
力
規
制
委
員
会

(2
01

2)
2)

 
機
構

 
20

17
 

q1
31

.h
tm

l 
将
来
の
生
活
圏
の
空
間
線
量
率

が
ど
の
よ
う
に
減
衰
す
る
の
か

予
測
で
き
ま
す
か
。

 

こ
れ
ま
で
の
調
査
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
得
た
様
々
な
場
所
・
状
況
に
お
け
る
空
間
線

量
率
の
測
定
デ
ー
タ
か
ら
、
変
化
の
特
徴
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
予
測
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

原
子
力
規
制
委
員
会

(2
01

5)
8)

 
機
構

 
20

14
 

q1
32

.h
tm

l 
生
活
環
境
に
お
け
る
空
間
線
量

率
は
歩
行
サ
ー
ベ
イ
や
定
点
で

の
測
定
結
果
と
ど
の
よ
う
な
関

係
に
あ
り
ま
す
か
。

 

私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
場
所
や
生
活
し
て
い
る
生
活
環
境
の
空
間
線
量
率
は
、
車
な

ど
が
通
る
道
路
上
よ
り

0～
30
％
程
度
高
く
、
土
が
移
動
し
な
い
よ
う
な
平
坦
な
場

所
よ
り
も

10
～

40
％
程
度
低
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
（
平
均
値
で
の
比
較
）
。

 

原
子
力
規
制
委
員
会

(2
01

7)
14

)  
機
構

 
20

16
 

q1
33

.h
tm

l 
森
林
内
に
お
け
る
空
間
線
量
率

は
ど
の
よ
う
に
減
少
し
て
き
た

の
で
す
か
。

 

森
林
内
の
多
数
地
点
で
空
間
線
量
率
の
減
少
傾
向
を
調
べ
ま
し
た
。
森
林
内
の
空
間

線
量
率
は
、
半
減
期
に
近
い
割
合
で
減
少
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

 
原
子
力
規
制
委
員
会

(2
01

5)
8)

 
機
構

 
20

14
 

q1
34

.h
tm

l 
空
間
線
量
率
の
減
少
に
は
ど
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
か
。

土
地
利
用
状
況
や
人
間
活
動
等

の
影
響
は
あ
り
ま
す
か
。

 

空
間
線
量
率
の
減
少
に
は
、
土
地
利
用
状
況
及
び
人
間
活
動
の
有
無
が
影
響
す
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
建
物
用
地
周
辺
の
道
路
で
は
空
間
線
量
率
の
減
少
が
早
く
、

森
林
で
は
遅
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
人
の
手
が
入
る
と
線
量
率
の
減
少
が
早
く

な
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

 

原
子
力
規
制
委
員
会

(2
01

7)
14

)  
機
構

 
20

16
 

q1
35

.h
tm

l 
空
間
線
量
率
の
分
布
状
況
は
時

間
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
か
。

 

空
間
線
量
率
や
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
土
壌
沈
着
量
は
、
時
間
と
と
も
に
減
少
し
て
き

ま
し
た
。
森
林
以
外
の
地
域
で
は
、
空
間
線
量
率
は
半
減
期
に
よ
る
減
衰
に
比
べ
て

顕
著
に
早
く
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

 

原
子
力
規
制
委
員
会

(2
01

7)
14

)  
機
構

 
20

16
 

q1
36

.h
tm

l 
平
坦
な
土
地
に
お
い
て
、
空
間

線
量
率
に
は
ど
の
く
ら
い
の
範

囲
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
影
響

し
て
い
ま
す
か
。
【
解
析
事
例
】

 

空
間
線
量
率
は
、
近
い
と
こ
ろ
か
ら
の
寄
与
が
大
き
く
、
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
の
寄
与

は
小
さ
い
で
す
。
地
上

1m
高
さ
の
空
間
線
量
率
に
与
え
る
放
射
線
の
お
よ
そ

9
割

が
半
径

10
0m
以
内
か
ら
来
て
い
ま
す
。

 

長
尾
ほ
か

(2
01

9)
10

)  
機
構

 
20

15
 

q1
37

.h
tm

l 
地
形
・
地
上
構
造
物
を
考
慮
し

た
場
合
、
空
間
線
量
率
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。
【
解
析
事
例
】

 

地
形
に
よ
っ
て
空
間
線
量
率
は
影
響
を
受
け
ま
す
。
土
壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
分
布
が
同
じ
場
合
、
凸
地
形
で
は
平
坦
地
よ
り
も
線
量
率
は
低
く
、
凹
地
形
で
は

高
く
な
り
、
そ
の
傾
向
は
地
上
か
ら
高
い
ほ
ど
顕
著
で
す
。
（
放
射
線
輸
送
モ
デ
ル

PH
IT

S
を
利
用
し
た
計
算
結
果
）

 

M
al

in
s 

et
 a

l. 
(2

01
5)
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)  

機
構
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  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q1

38
.h

tm
l 

除
染
方
法
に
よ
っ
て
、
空
間
線

量
率
の
低
減
に
違
い
は
あ
り
ま

す
か
。
【
解
析
事
例
】

 

田
畑
の
除
染
方
法
で
あ
る
表
土
剥
ぎ
取
り
、
反
転
耕
、
天
地
返
し
に
対
し
て
空
間
線

量
率
の
低
減
効
果
を
解
析
し
、
除
染
モ
デ
ル
事
業
に
お
け
る
実
験
結
果
と
比
較
し
、

除
染
効
果
の
検
証
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
深
度
分
布
、
除

染
対
策
を
行
う
深
度
、
除
染
効
果
の
関
係
等
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
深
度
方
向
へ
の
移
行
と
と
も
に
除
染
効
果
が
低
下
す
る
可
能
性
を
示
し
ま
し

た
。

 

M
al

in
s 

et
 

al
. 

(2
01

6;
 

20
16

)16
)1

7)
 

機
構

 
20

16
 

q1
39

.h
tm

l 
森
林
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

分
布
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に

空
間
線
量
率
は
変
わ
り
ま
す

か
。
【
解
析
事
例
】

 

セ
シ
ウ
ム
は
時
間
と
と
も
に
木
か
ら
地
面
へ
、
ま
た
地
面
で
は
落
ち
葉
の
層
か
ら
土

壌
の
層
へ
移
動
し
て
い
ま
す
。
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
木
か
ら
地
面
に
移
動
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
上

1m
高
さ
の
空
間
線
量
率
は
上
昇
す
る
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
放
射
線
源
が
近
く
な
る
た
め
で
す
。
一
方
、
落
ち
葉
の
層
か
ら
土
壌
の
層
へ
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
移
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
落
ち
葉
や
土
壌
に
よ
る
放
射
線
の
遮

へ
い
の
効
果
で
空
間
線
量
率
は
低
下
す
る
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
両
者
の
影
響
と
物

理
的
な
減
衰
に
よ
っ
て
、
森
林
内
の
空
間
線
量
率
は
こ
れ
ま
で
微
減
し
て
き
て
い
ま

す
。

 

佐
久
間
ほ
か

 (
20

18
)18

)  
機
構

 
20

18
 

q1
3a

.h
tm

l 
現
時
点
の
知
識
に
基
づ
け
ば
、

空
間
線
量
率
は
ど
の
よ
う
に
変

化
す
る
と
想
定
さ
れ
ま
す
か
。

【
解
析
事
例
】

 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
、
多
様
な
測
定
手
法
を

用
い
て
空
間
線
量
率
分
布
の
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
測
定
手
法
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
異
な
る
特
徴
を
も
つ
空
間
線
量
率
情
報
を
統
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、

対
象
領
域
全
域
に
対
し
て
線
量
率
の
精
度
と
空
間
分
解
能
の
高
い
空
間
線
量
率
マ
ッ

プ
が
作
成
で
き
ま
す
。
統
合
マ
ッ
プ
の
作
成
は
、
複
数
の
空
間
線
量
率
の
値
を
階
層

ベ
イ
ズ
統
計
の
方
法
を
使
っ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
推
定
し
て
い
く
も
の
で
す
。

 

W
ai

nw
ri

gh
t 

et
 a

l. 
(2

01
7;

 
20

18
)19

)2
0)

 
 

機
構

 
20

20
 

q1
3b

.h
tm

l 
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
利
用
し

た
測
定
か
ら
精
度
よ
く
地
上

1m
高
さ
の
空
間
線
量
率
を
推

定
す
る
と
い
う
、
機
械
学
習
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

原
子
力
機
構
は
名
古
屋
大
学
と
共
同
で
、

AI
（
人
工
知
能
）
の
一
部
で
あ
る
機
械
学

習
を
活
用
し
、
無
人
航
空
機
（

U
AV
）
で
取
得
し
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
か
ら
、
迅
速
か

つ
精
度
よ
く
放
射
線
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
、
新
た
な
放
射
線
測
定
デ
ー
タ
の
解
析
手

法
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
手
法
に

比
べ
て

30
％
以
上
精
度
良
く
地
上
の
放
射
線
測
定
値
を
再
現
し
た
放
射
線
マ
ッ
プ

を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

1
時
間
以
上
か
か
っ
て
い
た

解
析
作
業
を
、
数
分
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
周
辺
の
避
難
指
示
区
域
に
お
け
る
詳
細
な
放
射
線
マ
ッ
プ
を
迅
速
か
つ

精
度
よ
く
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
除
染
や
避
難
指
示
区
域
解
除
な
ど
の
科
学
的
根

拠
と
し
て
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

Sa
sa

ki
 e

t a
l. 

(2
02

1)
21

)  
機
構

 
20

21
 

q1
3c

.h
tm

l 
事
故
後
の
空
気
中
の
セ
シ
ウ
ム

濃
度
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
ま
す
か
。

 

避
難
指
示
区
域
外
に
お
け
る
調
査
地
点

4
か
所
で
測
定
し
た
空
気
中

13
7 C

s
濃
度
の

経
時
変
化
か
ら
、
い
ず
れ
の
地
点
に
お
い
て
も
減
少
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
事
故
後

5
年
以
降
、
空
気
中

13
7 C

s
濃
度
が
除
染
に
よ
っ
て
急
速

に
減
少
し
、
半
分
程
度
ま
で
減
少
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

 

Ab
e 

et
 a

l.(
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)22

)  
機
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ァ
イ
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名
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リ

ー
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ー
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タ
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タ
イ
ト
ル
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回
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（
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部
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主
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提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q1

3d
.h

tm
l 

町
で
は
空
間
線
量
率
が
早
く
下

が
る
の
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か

ら
で
す
か
。

 

森
林
や
畑
地
と
い
っ
た
環
境
で
は
、
地
表
は
主
に
土
壌
面
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
市
街
地
で
は
土
壌
面
に
加
え
舗
装
面
が
存
在
し
ま
す
。
市
街
地
の
空
間
線
量
率

の
減
少
に
対
し
て
、
土
壌
面
で
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
下
方
へ
の
浸
透
が
、
舗
装
面

で
は
水
平
方
向
へ
の
洗
い
流
し
が
寄
与
し
ま
す
が
、
減
少
効
果
は
舗
装
面
で
土
壌
面

よ
り
も
大
き
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
表
の
被
覆
状
態
と
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
動
態
の
違
い
が
、
市
街
地
に
お
け
る
空
間
線
量
率
の
速
や
か
な
減

少
に
寄
与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

Yo
sh

im
ur

a 
(2

02
2)

23
)  

機
構

 
20

24
 

q1
41

.h
tm

l 
放
射
性
物

質
・
空
間
線

量
率

 
(測
定
方
法

) 

放
射
性
物
質
の
分
布
状
況
の
調

査
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ

れ
て
き
た
の
で
す
か
。

 

土
壌
に
沈
着
し
た
放
射
性
核
種
の
種
類
・
濃
度
・
深
度
分
布
な
ど
を
調
査
す
る
た
め

に
、
目
的
や
状
況
に
応
じ
た
調
査
方
法
を
適
用
し
て
い
ま
す
。

 
斎
藤

(2
01

6)
24

)  
機
構

 
20

14
 

q1
42

.h
tm

l 
空
間
線
量
率
の
分
布
状
況
の
調

査
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
わ

れ
て
き
た
の
で
す
か
。

 

空
間
線
量
率
の
調
査
で
は
、
広
域
か
ら
特
定
の
地
点
ま
で
把
握
し
た
い
ス
ケ
ー
ル
や

位
置
分
解
能
に
応
じ
た
調
査
方
法
を
適
用
し
て
い
ま
す
。

 
斎
藤

(2
01

6)
24

)  
機
構

 
20

13
 

q1
43

.h
tm

l 
環
境
測
定
の
信
頼
性
は
ど
の
よ

う
に
確
認
さ
れ
て
き
た
の
で
す

か
。

 

正
確
な
強
さ
の
わ
か
っ
た
標
準
線
源
を
使
っ
た
測
定
器
の
値
付
け
（
校
正
）
や
、
使

用
さ
れ
て
い
る
複
数
の
測
定
器
を
同
時
に
用
い
た
比
較
測
定
を
行
う
と
と
も
に
、
外

部
有
識
者
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
も
実
施
し
て
測
定
の
信
頼
性
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

 

Ts
ud

a 
et

 a
l. 

(2
01

5)
25

)  
M

ik
am

i e
t a

l. 
(2

01
5)

26
)  

機
構

 
20

15
 

q1
44

.h
tm

l 
湖
沼
や
河
川
の
水
底
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
分
布
は
ど
の
よ
う
に

測
定
す
る
の
で
す
か
。

 

水
底
で
測
定
し
た

γ
線
ス
ペ
ク
ト
ル
の
特
性
か
ら
、
底
質
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

深
さ
分
布
を
評
価
で
き
ま
す
。
原
子
力
機
構
が
開
発
し
た
こ
の
手
法
を
用
い
る
こ
と

で
、
試
料
を
採
取
し
な
く
と
も
迅
速
か
つ
簡
便
に
汚
染
実
態
を
把
握
で
き
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
が
効
率
化
で
き
ま
す
。

 

O
ch

i e
t a

l. 
(2

01
8)

27
)  

機
構

 
20

18
 

q1
45

.h
tm

l 
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
放
射
能
濃

度
は
ど
の
よ
う
に
測
定
す
る
の

で
す
か
。

 

ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
（

G
e）
半
導
体
検
出
器
や

N
aI
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器
な
ど
を

用
い
て
測
定
し
ま
す
。
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
は
主
に
詳
細
検
査
が
必
要
な

場
合
に
、

N
aI
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器
は
主
に
大
量
の
簡
易
検
査
が
必
要
な
場

合
に
と
い
っ
た
よ
う
に
、
目
的
に
応
じ
て
機
器
を
使
い
分
け
て
い
ま
す
。

 

―
 

機
構

 
20

16
 

q1
46

.h
tm

l 
土
壌
な
ど
の
固
相
中
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
は
ど
う
や
っ
て
分
析

す
る
の
で
す
か
。

 

目
的
と
す
る
性
質
に
応
じ
て
、
原
理
の
異
な
る
機
器
を
用
い
て
分
析
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

 
田
籠
ほ
か

(2
01

9)
28

)  
D

oh
i e

t a
l. 

(2
01

7)
29

)  
H

ag
iw

ar
a 

et
 a

l. 
(2

02
0)

13
)  

機
構

 
20

20
 

q1
47

.h
tm

l 
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
付
着
し
て

い
る
鉱
物
表
面
の
性
質
は
、
ど

の
よ
う
に
分
析
す
る
の
で
す

か
。

 

X
線
電
子
分
光
装
置
（

XP
S）
／
オ
ー
ジ
ェ
電
子
分
光
装
置
（

AE
S）
を
用
い
る
こ

と
で
、
鉱
物
表
面
の
組
成
・
濃
度
・
化
学
結
合
状
態
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
―

 
機
構

 
20

19
 

q1
48

.h
tm

l 
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
付
着
し
て

い
る
鉱
物
の
種
類
は
、
ど
の
よ

う
に
分
析
す
る
の
で
す
か
。

 

X
線
回
折
装
置
（

XR
D
）
等
を
用
い
て
測
定
す
る
こ
と
で
、
鉱
物
の
種
類
を
同
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
―

 
機
構

 
20

19
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  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q1

49
.h

tm
l 

地
衣
類
は
セ
シ
ウ
ム
を
捕
捉
し

や
す
い
と
聞
き
ま
し
た
が
、
ど

の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
の
で

す
か
。

(そ
の

1)
 

原
子
力
機
構
と
国
立
科
学
博
物
館
は
、
地
衣
類
が
生
成
す
る
代
謝
物
の
一
部
が
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
保
持
に
関
係
す
る
と
考
え
、
福
島
県
内
で
観
察
さ
れ
る
ウ
メ
ノ
キ
ゴ

ケ
や
キ
ウ
メ
ノ
キ
ゴ
ケ
な
ど
の
地
衣
類
が
産
す
る

5
つ
の
代
謝
物
と
セ
シ
ウ
ム
が
作

る
錯
体
形
成
力
を
、
量
子
化
学
計
算
手
法
を
駆
使
し
て
求
め
る
こ
と
に
世
界
で
初
め

て
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
地
衣
類
は
性
質
の
異
な
る
代
謝
物
を
適
材
適

所
で
分
泌
さ
せ
、
そ
の
保
持
力
を
向
上
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
。

 
そ
の
結
果
、
セ
シ
ウ
ム
と
の
錯
体
形
成
力
は
、
体
内
で
生
成
さ
れ
る
代
謝
物
ご
と
に

異
な
る
こ
と
や

pH
環
境
に
よ
っ
て
も
異
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

 

Su
no

 e
t a

l. 
(2

02
1)

30
)  

機
構

 
20

19
 

q1
4a

.h
tm

l 
地
衣
類
は
セ
シ
ウ
ム
を
捕
捉
し

や
す
い
と
聞
き
ま
し
た
が
、
ど

の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
の
で

す
か
。

(そ
の

2)
 

原
子
力
機
構
な
ど
は
、
特
殊
な
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
放
射
性
物
質
の
検
出
と
デ
ジ
タ
ル

光
学
顕
微
鏡
に
よ
る
組
織
観
察
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
地
衣
類
の
生
体
組
織
内

で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
分
布
す
る
部
位
を
特
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
分
子
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
電
子
顕
微
鏡
分
析
等
か
ら
セ
シ
ウ
ム
が
保
持
さ
れ
る
仕
組
み
を
推
定

し
ま
し
た
。
今
回
確
立
し
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
ミ
ク
ロ
な
分
布
の
測
定
手
法
や
、

推
定
し
た
保
持
の
仕
組
み
は
、
キ
ノ
コ
や
山
野
草
な
ど
の
森
林
生
態
系
に
お
け
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
保
持
の
仕
組
み
や
、
環
境
中
で
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
動
き
に
影

響
す
る
化
学
形
態
の
解
明
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

D
oh

i e
t a

l. 
(2

02
2)

31
)  

機
構

 
20

22
 

q2
11

.h
tm

l 
被
ば
く
線

量
評
価
・
除

染
 

(全
般

) 

放
射
線
の
被
ば
く
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

 
放
射
線
に
よ
る
被
ば
く
は
、
人
体
の
外
か
ら
や
っ
て
く
る
放
射
線
に
よ
る
外
部
被
ば

く
と
、
呼
吸
や
食
事
に
よ
り
放
射
性
物
質
を
体
内
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
る
内
部
被

ば
く
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
福
島
の
事
故
で
は
、
沈
着
し
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
外
部

被
ば
く
が
重
要
な
被
ば
く
経
路
で
す
。

 

―
 

機
構

 
20

13
 

q2
12

.h
tm

l 
事
故
直
後
の
被
ば
く
は
ど
う
で

し
た
か
。

 
事
故
直
後
の
被
ば
く
に
お
い
て
は
、
放
射
性
ヨ
ウ
素
で
あ
る
ヨ
ウ
素

13
1（

13
1 I
；
半

減
期

8.
02
日
）
等
を
吸
入
す
る
こ
と
に
よ
る
内
部
被
ば
く
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
福
島
事
故
に
よ
る
１
歳
児
の
甲
状
腺
の
等
価
線
量
は
最
大
で
約

30
m

Sv
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
に
用
い
ら
れ
る
実
効
線
量
に
換
算
す
る
と
お
よ

そ
1m

Sv
と
な
り
ま
す
。

 

K
im

 e
t a

l. 
(2

01
6)

32
)  

機
構

 
20

16
 

q2
13

.h
tm

l 
被
ば
く
線
量
の
評
価
に
は
ど
の

よ
う
な
指
標
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
か
。
空
間
線
量
率
測
定
の

線
量
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が

あ
り
ま
す
か
。

 

被
ば
く
線
量
を
表
す
の
に
実
効
線
量

E（
Sv
：
シ
ー
ベ
ル
ト
）
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
で
測
定
さ
れ
る
周
辺
線
量
に

0.
6
を
か
け
る
こ
と
で
実
効
線
量
が

得
ら
れ
ま
す
。

 

Sa
ito

 a
nd

 P
et

ou
ss

i-H
en

ss
 

(2
01

4)
33

)  
Sa

to
h 

et
 a

l. 
(2

01
6)

34
)  

機
構

 
20

16
 

q2
21

.h
tm

l 
被
ば
く
線

量
評
価
・
除

染
 

(内
部
被
ば

く
) 

食
品
検
査
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
で
す
か
。
食
事
に

よ
る
被
ば
く
線
量
は
ど
の
く
ら

い
で
す
か
。

 

食
品
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
検
査
は
、
福
島
県
等
に
よ
り
綿
密
に
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
特
に
米
に
つ
い
て
は
全
量
検
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
食
品
中

の
基
準
値
（

10
0B

q/
kg
）
を
超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
食
品
が
市
場
に
出
回

ら
な
い
よ
う
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
場
に
流
通
し
て
い
る
飲
食
物
を
摂
取
す
る
こ

と
に
よ
る
年
間
の
被
ば
く
線
量
は
、

1m
Sv
に
比
べ
て
十
分
に
低
い
値
で
あ
る
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

鍋
師

(2
01

3)
35

) 

福
島
県

(2
02

4)
36

)  
国
立
医
薬

品
食
品
衛

生
研
究

 
福
島
県

 

20
20
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  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q2

22
.h

tm
l 

飲
料
水
の
検
査
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。
そ

の
結
果
、
ど
ん
な
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
か
。

 

飲
料
水
中
（
水
道
水
、
飲
用
井
戸
水
）
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
等
の
検
査
は
福
島
県
や

各
都
道
府
県
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
の
測
定
結
果
で
は
、
飲
料
水
の
基
準
値

（
10

Bq
/k

g）
を
超
え
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 

福
島
県

(2
02

4)
 3

7)
 

機
構

 
20

13
 

q2
23

.h
tm

l 
空
気
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

濃
度
は
ど
の
程
度
で
す
か
。
呼

吸
に
よ
る
被
ば
く
線
量
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か
。

 

空
気
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
連
続
測
定
が
川
俣
町
山
木
屋
地
区
の
異
な
る
環

境
を
選
ん
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
事
故
後
数
ヶ
月
以
降
の
セ
シ
ウ
ム

13
7（

13
7 C

s）
の
大
気
中
濃
度
は
、
概
ね

0.
00

1B
q/

m
3
以
下
の
低
い
レ
ベ
ル
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

0.
00

1B
q/

m
3
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
呼
吸
す
る
こ
と
に
よ
る
年
間
の
被
ば
く
線
量

は
、

1µ
Sv
（

0.
00

1m
Sv
）
以
下
と
評
価
さ
れ
ま
す
。

 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構

(2
01

3)
38

)  
機
構

 
20

14
 

q2
24

.h
tm

l 
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
放
射
性

物
質
の
確
認
は
ど
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

 

体
外
計
測
装
置
を
用
い
、
体
内
に
取
り
込
ま
れ
た
放
射
性
物
質
の
量
を
測
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
事
故
直
後
に
は
主
に
放
射
性
ヨ
ウ
素
を
対
象
に
、
そ
の
後
は
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
を
対
象
に
多
く
の
測
定
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

 

M
om

os
e 

et
 a

l. 
(2

01
2)

39
)  

機
構

 
20

13
 

q2
25

.h
tm

l 
山
菜
類
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

は
調
理
法
に
よ
っ
て
ど
の
く
ら

い
減
り
ま
す
か
。

 

国
立
環
境
研
究
所
が
行
っ
た
調
理
に
よ
る
山
菜
類
、
キ
ノ
コ
類
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

低
減
試
験
に
よ
る
と
、
フ
キ
ノ
ト
ウ
、
タ
ラ
ノ
メ
、
コ
シ
ア
ブ
ラ
で
は
、

1～
2
分
間

茹
で
た
あ
と
水
に
さ
ら
す
こ
と
で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
調
理
前
の
半
分
以
下
に
な
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ワ
ラ
ビ
は
重
曹
で
あ
く
抜
き
を
す
る
こ
と
で
調
理

前
の

1
割
以
下
に
な
り
ま
し
た
。

 

国
立
環
境
研
究
所
福
島
地
域

協
働
研
究
拠
点

(2
02

1)
40

)  
N

IE
S 

20
22

 

q2
31

.h
tm

l 
被
ば
く
線

量
評
価
・
除

染
 

(外
部
被
ば

く
) 

こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
外
部

被
ば
く
線
量
の
測
定
・
評
価
が

お
こ
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

そ
の
結
果
、
ど
ん
な
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
か
。

 

空
間
線
量
率
に
基
づ
く
モ
デ
ル
に
よ
る
推
定
、
な
ら
び
に
個
人
線
量
計
を
用
い
た
測

定
に
よ
り
事
故
直
後
か
ら
現
在
ま
で
の
住
民
の
外
部
被
ば
く
線
量
が
求
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
事
故
後

4
ヶ
月
間
の
追
加
被
ば
く
線
量
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合

3m
Sv
以

内
、
最
近
の
年
間
の
追
加
被
ば
く
線
量
は

1m
Sv
以
内
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

福
島
県

(2
01

2)
41

)  
Is

hi
ka

w
a 

et
 a

l. 
(2

01
5)

42
)  

機
構

 
20

15
 

q2
32

.h
tm

l 
空
間
線
量
率
か
ら
精
度
よ
く
被

ば
く
線
量
を
推
定
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
か
。

 

空
間
線
量
率
に
基
づ
く
推
定
法
の
精
度
を
高
め
る
た
め
の
取
組
み
が
な
さ
れ
、
現
実

的
な
被
ば
く
線
量
の
評
価
が
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
斎
藤
ほ
か

(2
01

6)
43

)  
機
構

 
20

14
 

q2
33

.h
tm

l 
家
屋
に
よ
る
線
量
低
減
効
果
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

 
家
屋
の
中
で
は
、
外
よ
り
も
お
よ
そ

60
％
程
度
線
量
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
割
合
は
状
況
に
よ
り
様
々
に
変
動
す
る
た
め
、
大
ま
か
な
目
安
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

M
at

su
da

 e
t a

l. 
(2

01
5)

44
)  

機
構

 
20

15
 

q2
34

.h
tm

l 
個
人
線
量
計
で
測
定
さ
れ
る
線

量
は
個
人
の
被
ば
く
線
量
を
適

切
に
表
し
て
い
ま
す
か
。

 

人
体
を
模
擬
し
た
模
型
（
フ
ァ
ン
ト
ム
）
や
人
体
に
個
人
線
量
計
を
装
着
し
て
福
島

の
異
な
る
空
間
線
量
率
レ
ベ
ル
の
地
点
で
測
定
を
行
い
、
空
間
線
量
（
周
辺
線
量
当

量
）
と
個
人
線
量
の
比
較
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
個
人
線

量
計
を
用
い
た
多
数
の
測
定
で
は
、
被
ば
く
線
量
に
近
い
適
切
な
値
が
得
ら
れ
て
き

た
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

 

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
・

放
射
線
医
学
総
合
研
究
所

(2
01

5)
45

)  

機
構

 
20

15
 

q2
35

.h
tm

l 
空
間
線
量
率
か
ら
推
定
し
た
被

ば
く
線
量
と
個
人
線
量
計
で
測

定
し
た
線
量
が
大
き
く
異
な
る

の
は
何
故
で
す
か
。

 

福
島
に
お
け
る
空
間
線
量
率
は
場
所
に
よ
り
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
人
間
が
生
活
す

る
様
々
な
場
所
で
の
空
間
線
量
率
の
変
化
や
、
そ
こ
で
の
現
実
的
な
滞
在
時
間
な
ど
、

誤
差
要
因
を
考
慮
し
な
が
ら
推
定
法
の
精
度
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

 

―
 

機
構

 
20

14
 

- 26 -

JAEA-Data/Code 2025-008



  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q2

36
.h

tm
l 

外
部
被
ば
く
線
量
の
測
定
・
評

価
に
は
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ

り
ま
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法

に
は
ど
ん
な
特
徴
が
あ
り
ま
す

か
。

 

外
部
被
ば
く
線
量
の
測
定
・
評
価
法
は
、
①
個
人
線
量
計
を
用
い
た
測
定
、
②
空
間

線
量
率
に
基
づ
く
推
定
、
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
長
所
と
短
所
が
あ
り
、
こ

れ
ら
を
良
く
知
っ
た
上
で
使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

―
 

機
構

 
20

16
 

q2
37

.h
tm

l 
年
齢
、
性
別
、
人
種
や
体
格
差
に

よ
っ
て
個
人
の
外
部
被
ば
く
線

量
は
異
な
り
ま
す
か
。

 

一
般
に
、
体
の
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
な
る
と
、
体
自
身
に
よ
る
放
射
線
に
対
す
る
遮
蔽

効
果
が
小
さ
く
な
る
た
め
、
外
部
被
ば
く
線
量
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
り
こ
の
影
響
の
程
度
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

 

Sa
ito

 a
nd

 P
et

ou
ss

i-H
en

ss
 

(2
01

4)
33

)  
機
構

 
20

14
 

q2
38

.h
tm

l 
家
屋
に
よ
る
線
量
低
減
効
果
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

(2
) 

家
屋
の
除
染
を
行
う
と
、
被
ば
く
低
減
係
数
は
除
染
前
よ
り
も
大
き
く
な
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
遠
方
の
線
源
や
被
覆
さ
れ
た
線
源
の
寄
与
が
大
き
く
な

る
こ
と
が
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

Ta
ka

ha
ra

 e
t a

l. 
(2

02
0)

46
)  

Fu
ru

ta
 

an
d 

Ta
ka

ha
sh

i 
(2

01
5)

47
)  

機
構

 
20

21
 

q2
39

.h
tm

l 
住
民
が
安
心
で
き
る
帰
還
困
難

区
域
の
解
除
に
向
け
て
、
ど
ん

な
取
組
を
行
な
っ
て
い
ま
す

か
。

 

事
故
後
、
様
々
な
行
政
機
関
に
よ
っ
て
個
人
線
量
計
を
用
い
た
被
ば
く
線
量
評
価
が

な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
評
価
も
検
討
さ
れ
、
集
団

の
被
ば
く
線
量
の
評
価
や
、
被
ば
く
線
量
の
予
測
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
評
価
に
よ
り
住
民
の
被
ば
く
線
量
を
把
握
・
管
理
す
る
と
共
に
、
健
康
不
安
が
低

減
す
る
よ
う
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
自
治
体
に
評
価
結
果
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
住
民
が
自
ら
被
ば
く
線
量
を
推
定
で
き
る
被
ば
く
線
量

評
価
シ
ス
テ
ム
が
自
治
体
に
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

Sa
na

da
 e

t a
l. 

(2
02

3)
48

)  
Yo

sh
im

ur
a 

et
 a

l. 
(2

02
3)

49
)  
機
構

 
20

24
 

q2
41

.h
tm

l 
被
ば
く
線

量
評
価
・
除

染
 

(除
染

) 

除
染
に
よ
り
空
間
線
量
率
は
ど

の
程
度
低
減
し
ま
す
か
。

 
場
所
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
除
染
に
よ
り
空
間
線
量
率
は
平
均

30
～

50
%
低
下
し

ま
し
た
。

 
環
境
省

(2
01

5)
50

)  
機
構

 
20

15
 

q2
42

.h
tm

l 
除
染
の
効
果
は
予
測
で
き
ま
す

か
。

 
原
子
力
機
構
で
は
、
除
染
の
効
果
や
将
来
の
空
間
線
量
率
を
短
い
計
算
時
間
で
精
度

よ
く
予
測
で
き
る
除
染
活
動
支
援
シ
ス
テ
ム

“R
E

SE
T（
リ
セ
ッ
ト
）

”を
開
発
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
よ
り
簡
便
に
除
染
の
効
果
な
ど
空
間
線
量
率
を
推
定
で
き
る
空
間

線
量
率
評
価
モ
デ
ル

“A
D

RE
T（
ア
ド
レ
ッ
ト
）

”、
逆
に
地
形
や
地
上
構
造
物
な
ど

の
影
響
ま
で
も
考
慮
で
き
る
高
度
な
線
量
率
評
価
モ
デ
ル

“3
D

-A
D

RE
S（
ス
リ
ー
デ

ィ
ー
ア
ド
レ
ス
）

”を
開
発
し
て
い
ま
す
。

 

長
尾
ほ
か

(2
01

9)
10

)  
山
下
・
沢
田

(2
02

0)
51

)  
K

im
 e

t a
l. 

(2
01

9)
52

)  

機
構

 
20

19
 

q2
43

.h
tm

l 
除
染
で
発
生
し
た
除
去
土
壌
を

再
利
用
す
る
と
、
周
り
に
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
流
出
し
な
い
か

心
配
で
す
。

 

日
本
の
土
壌
に
お
い
て
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
動
き
は
遅
く
、
ほ
と
ん
ど
移
行
せ
ず
に

そ
の
場
で
減
衰
す
る
こ
と
が
実
験
的
・
解
析
的
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
Ya

m
ag

uc
hi

 e
t a

l. 
(2

01
5)

53
)  
機
構

 
20

15
 

q2
44

.h
tm

l 
汚
染
土
壌
か
ら
効
率
的
に
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
を
取
り
除
く
方
法

は
あ
り
ま
す
か
。

 

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
強
く
吸
着
す
る
粘
土
鉱
物
に
、
反
応
促
進
剤
と
し
て
混
合
塩

（
N

aC
l-C

aC
l 2）
を
加
え
、
比
較
的
低
温
で
加
熱
し
、
水
洗
い
す
る
こ
と
で
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
を
除
去
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

 

H
on

da
 e

t a
l. 

(2
01

7)
54

)  
機
構

 
20

17
 

q2
45

.h
tm

l 
除
染
に
よ
り
特
定
復
興
再
生
拠

点
の
空
間
線
量
率
は
ど
の
程
度

低
減
さ
れ
ま
す
か
。

 

除
染
を
行
う
地
域
の
地
形
や
土
地
の
利
用
形
態
等
の
違
い
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
空
間
線
量
率
は
平
均
約

60
％
低
減
さ
れ
、
空
間
線
量
率
の
低
下
は
除
染
を
し
な

い
場
合
と
比
べ

20
～

30
年
程
度
早
く
な
る
と
予
測
さ
れ
ま
し
た
。

 

山
下
・
沢
田

(2
02

0)
51

)  
機
構

 
20

14
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  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q2

46
.h

tm
l 

市
街
地
は
除
染
さ
れ
ま
し
た

が
、
セ
シ
ウ
ム
は
残
っ
て
い
な

い
の
で
す
か
。

 

私
た
ち
は

20
15
年
に
、
除
染
さ
れ
て
い
な
い
帰
還
困
難
区
域
内
で
の
畑
地
や
駐
車

場
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
の
屋
根
、
建
物
の
壁
な
ど
で
の
セ
シ
ウ
ム
の
付
着
量
を
調
べ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
、
建
物
や
舗
装
面
で

は
除
染
し
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
セ
シ
ウ
ム
が
残
っ
て
い
る
割
合
が
少
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
土
が
露
出
し
て
い
る
畑
地
や
公
園
な
ど
で
は
、
事
故

後
に
降
っ
て
き
た
セ
シ
ウ
ム
が
ま
だ
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
く
っ
つ
い
た
セ
シ
ウ
ム
が
風
雨
で
少

し
ず
つ
流
さ
れ
て
減
っ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
土
に
く
っ
つ
い
た
セ
シ
ウ

ム
は
動
き
に
く
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

Yo
sh

im
ur

a 
et

 a
l. 

(2
01

7)
9)

 
機
構

 
20

16
 

q2
47

.h
tm

l 
除
染
を
行
っ
た
場
所
が
再
び
汚

染
さ
れ
空
間
線
量
率
が
上
昇
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
、
除
染
後
の
河
川
敷
や
公
共
施
設
（
市
街
地

の
施
設
や
森
林
公
園
）
を
対
象
と
し
た
調
査
で
は
、
空
間
線
量
率
は
上
昇
せ
ず
低
下

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

 

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

研
究
部

(2
02

4)
55

)  
福
島
県

 
20

24
 

q2
48

.h
tm

l 
除
染
で
発
生
し
た
土
を
容
器
に

入
れ
て
長
期
間
保
管
す
る
場

合
、
土
が
容
器
か
ら
漏
れ
出
す

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
、
耐
候
性
大
型
土
の
う
や
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
コ

ン
テ
ナ
の
引
張
試
験
に
よ
り
、
遮
光
さ
れ
た
状
態
で
あ
れ
ば
長
期
保
管
（

10
年
程
度
）

に
耐
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。

 

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

研
究
部

(2
02

4)
55

)  
福
島
県

 
20

24
 

q2
49

.h
tm

l 
除
染
で
発
生
し
た
土
を
一
時
的

に
保
管
し
て
い
た
場
所
（
仮
置

場
の
跡
地
）
で
農
作
物
を
育
て

る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。
ま
た
、

安
全
で
す
か
。

 

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
た
現
地
調
査
に
よ
り
、
仮
置
場
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
土
地
の
土
壌
が
圧
縮
さ
れ
水
は
け
が
悪
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
際
の
仮
置
場
跡
地
で
の
実
証
試
験
の
結
果
、
深
く
耕
す
こ
と
で
水

は
け
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
、
作
物
が
育
つ
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
仮
置

場
跡
地
で
の
様
々
な
土
地
利
用
を
想
定
し
、
そ
こ
で
の
活
動
に
伴
う
外
部
被
ば
く
や

育
て
た
農
作
物
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
る
内
部
被
ば
く
等
を
評
価
し
た
と
こ
ろ
、
保
守

的
に
計
算
を
行
っ
て
も

1m
Sv
／
年
を
下
回
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

 

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

研
究
部

(2
02

4)
55

)  
福
島
県

 
20

24
 

q3
00

.h
tm

l 
放
射
性
物

質
の
動
き

－
森
林

 
(森
林
内
外

の
移
動

) 

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
ど
ん
な
土

地
利
用
の
場
所
に
、
ど
れ
く
ら

い
沈
着
し
た
の
で
す
か
。

 

福
島
県
東
部
の
阿
武
隈
川
流
域
及
び
浜
通
り
主
要
河
川
水
系
で
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
約

70
％
が
森
林
に
、
次
い
で
田
を
含
む
農
地
に
多
く
沈
着
し
ま
し
た
。

 
山
口
ほ
か

(2
01

3)
56

)  
K

ita
m

ur
a 

et
 a

l. 
(2

01
4)

57
)  
機
構

 
20

14
 

q3
10

.h
tm

l 
森
林
の
ほ
と
ん
ど
は
除
染
さ
れ

な
い
と
聞
き
ま
し
た
が
、
セ
シ

ウ
ム
は
森
林
内
に
残
っ
て
い
る

の
で
す
か
。

 

原
子
力
機
構
は
、
事
故
直
後
か
ら
、
森
林
か
ら
流
出
す
る
セ
シ
ウ
ム
の
量
を
継
続
的

に
測
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
森
林
か
ら
一
年
間
に
流
出
す
る
セ
シ
ウ
ム
量
は
、

森
林
に
存
在
す
る
セ
シ
ウ
ム
の
わ
ず
か

1％
以
下
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

 

林
野
庁

(2
02

3)
58

)  
機
構

 
20

24
 

q3
11

.h
tm

l 
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
、
森
林
等

か
ら
ど
れ
く
ら
い
放
出
さ
れ
、

海
に
ど
れ
く
ら
い
放
出
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
。

 

事
故
後
の
森
林
等
へ
の
セ
シ
ウ
ム

13
7（

13
7 C

s）
初
期
沈
着
量
約

37
0T

Bq
の
う
ち
、

海
に
は

1
年
間
で
約

1T
B

q
が
放
出
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
（
請
戸
川
・
高
瀬
川

の
例
）
。

 

原
子
力
規
制
委
員
会

(2
01

4)
59

)  
K

ur
ik

am
i e

t a
l. 

(2
01

4)
60

)  
錦
織
ほ
か

(2
01

5)
61

)  
Yo

sh
im

ur
a 

et
 a

l. 
(2

01
5)

62
)  

機
構

 
20

15
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  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q3

12
.h

tm
l 

森
林
か
ら
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

流
出
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
汚
染

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が

汚
染
さ
れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

 

森
林
か
ら
の
土
砂
や
枝
葉
等
の
流
出
に
よ
っ
て
、
表
面
線
量
率
が
一
時
的
に
高
く
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
空
間
線
量
率
の
変
動
に
は
影
響
し
な
い
程
度
で
す
。

 
鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

17
 

q3
13

.h
tm

l 
森
林
か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を

含
む
花
粉
が
飛
散
し
、
人
体
に

影
響
を
及
ぼ
す
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

 

福
島
県
内
の
調
査
事
例
で
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
含
む
ス
ギ
花
粉
を
吸
入
す
る
こ

と
に
よ
り
受
け
る
被
ば
く
線
量
は
極
め
て
低
く
、
ま
た
、
ス
ギ
花
粉
中
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
は
、
時
間
と
と
も
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 

林
野
庁

(2
02

0)
63

)  
機
構

 
20

20
 

q3
14

-
1.

ht
m

l 
雨
が
降
る
と
、
森
林
か
ら
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
土
砂
と
と
も
に

流
出
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
〈
大
規
模
な
降
雨
時
の
流

出
〉

 

大
規
模
な
降
雨
の
際
に
、
森
林
か
ら
も
土
砂
と
と
も
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
流
出
し

ま
す
。
し
か
し
、
森
林
内
の
沈
着
量
に
比
べ
て
、
流
出
量
は
非
常
に
少
な
い
状
況
で

す
。

 

Ts
uj

i e
t a

l. 
(2

01
6)

64
)  

林
ほ
か

(2
01

6)
65

)  
N

IE
S 

20
16

 

q3
14

-
2.

ht
m

l 
雨
が
降
る
と
、
森
林
か
ら
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
土
砂
と
と
も
に

流
出
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。〈
斜
面
及
び
河
川
か
ら
の
流

出
量
〉

 

流
域
全
体
か
ら
流
出
す
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
量
は
、
斜
面
か
ら
の
流
出
量
と
比
較
し

て
、
よ
り
少
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
斜
面
か
ら
流
出
す
る
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
す
べ
て
河
川
に
到
達
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し
ま
す
。

 

長
尾
ほ
か

(2
01

9)
10

)  
機
構

 
20

19
 

q3
14

-
3.

ht
m

l 
雨
が
降
る
と
、
森
林
か
ら
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
土
砂
と
と
も
に

流
出
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
〈
土
砂
中
の
濃
度
経
時
変

化
〉

 

山
地
森
林
か
ら
流
出
す
る
土
砂
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
、
時
間
と
と
も
に
減
少

す
る
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
渡
辺
ほ
か

(2
01

7)
66

)  
機
構

 
20

17
 

q3
14

-
4.

ht
m

l 
雨
が
降
る
と
、
森
林
か
ら
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
土
砂
と
と
も
に

流
出
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。〈
林
床
の
被
覆
率
と
流
出
の

関
係
〉

 

林
床
か
ら
流
出
す
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
量
は
、
林
床
が
落
葉
・
落
枝
で
覆
わ
れ
る
面

積
が
大
き
い
ほ
ど
、
少
な
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

 
鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

17
 

q3
15

-
1.

ht
m

l 
風
が
吹
く
と
、
森
林
か
ら
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
風
に
乗
っ
て
飛

散
す
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
〈
森
林
に
隣
接
す
る
場
所
〉

 

森
林
に
隣
接
す
る
場
所
で
も
、
大
雨
や
強
風
で
空
間
線
量
率
を
上
昇
さ
せ
る
よ
う
な

飛
散
は
み
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 
鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

16
 

q3
15

-
2.

ht
m

l 
風
が
吹
く
と
、
森
林
か
ら
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
風
に
乗
っ
て
飛

散
す
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
〈
風
が
通
り
や
す
い
場
所
〉

 

山
間
部
で
風
が
吹
き
抜
け
や
す
い
林
道
付
近
に
お
い
て
も
、
大
雨
や
強
風
で
空
間
線

量
率
を
上
昇
さ
せ
る
よ
う
な
飛
散
は
み
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 
鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

16
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JAEA-Data/Code 2025-008



  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q3

16
.h

tm
l 

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
森
林
内
の

ど
こ
に
、
ど
れ
く
ら
い
蓄
積
し

て
い
る
の
で
す
か
。
時
間
と
と

も
に
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す

か
。

 

福
島
県
内
に
お
け
る
針
葉
樹
、
広
葉
樹
の
調
査
結
果
か
ら
、
森
林
内
の
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
大
部
分
は
、
落
葉
層
と
土
壌
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
間
の
経
過
に

よ
り
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
蓄
積
量
は
樹
木
（
地
上
部
）
で
減
少
、
落
葉
層
・
土
壌

層
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

 

長
尾
ほ
か

(2
01

9)
10

)  
機
構

 
20

19
 

q3
17

.h
tm

l 
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
地
下
方
向

へ
の
移
行
は
、
ど
の
よ
う
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
も
の
で
す

か
。
【
解
析
事
例
】

 

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
深
度
分
布
は
、
フ
ォ
ー
ル
ア
ウ
ト
初
期
に
お
い
て
指
数
分
布
型

を
示
し
、
そ
の
後
緩
や
か
に
深
部
へ
移
行
し
つ
つ
指
数
分
布
型
を
保
つ
か
、
深
い
と

こ
ろ
ま
で
テ
ー
リ
ン
グ
す
る
傾
向
を
示
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
既
存
の
モ
デ

ル
で
は
表
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
収
脱
着
の
カ
イ
ネ
テ
ィ
ク
ス
を
導
入
し
た
モ

デ
ル
に
よ
っ
て
実
測
値
と
よ
く
整
合
す
る
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

K
ur

ik
am

i e
t a

l. 
(2

01
7)

67
)  

機
構

 
20

17
 

q3
18

.h
tm

l 
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
の
環
境
中
で
の
動
き

は
、
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
（
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
）
事
故
後
の
付
近
で

の
動
き
と
ど
の
よ
う
に
異
な
り

ま
す
か
。

 

林
床
へ
の

13
7 C

s
蓄
積
で
は
、
ス
ギ
林
、
落
葉
広
葉
樹
林
と
も
表
層
土
壌

2c
m
以
内

に
初
期
値
の

5
割
以
上
が
と
ど
ま
り
ま
す
。
水
に
溶
け
て
森
林
か
ら
流
出
す
る

13
7 C

s
は
、
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
事
故
影
響
地
域
よ
り

1、
2
桁
低
い
濃
度
で
推
移
し
て
い
ま

す
。
森
林
以
外
の
土
地
で
は
、
下
方
移
行
や
表
層
土
中
の
濃
度
の
低
減
は
チ
ョ
ル
ノ

ー
ビ
リ
よ
り
も
速
く
進
み
、
空
間
線
量
率
や
河
川
水
に
お
け
る
放
射
能
濃
度
低
減
の

要
因
と
な
り
ま
し
た
。

 

O
nd

a 
et

 a
l. 

(2
02

0)
68

)  
筑
波
大
学

 
機
構

 
20

21
 

q3
19

.h
tm

l 
森
林
－
河
川
生
態
系
を
移
動
す

る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
動
き
は

ど
こ
ま
で
わ
か
っ
て
い
ま
す

か
。

 

様
々
な
生
物
が
棲
む
森
林
の
表
土
で
は
生
物
群
集
内
の
栄
養
循
環
に
よ
り
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
循
環
し
、
水
の
流
れ
が
よ
ど
む
淵
や
ダ
ム
な
ど
で
は
水
流
に
よ
り
移
動
し

た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
集
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
所
で
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が

長
期
的
に
留
ま
る
一
方
、
生
物
・
水
・
土
砂
な
ど
の
移
動
を
通
し
て
じ
わ
じ
わ
と
移

動
し
ま
す
。
今
後
は
、
森
林
の
表
土
や
水
の
よ
ど
み
に
集
ま
っ
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

を
ど
う
管
理
す
る
か
が
、
森
や
川
の
恵
み
、
下
流
域
へ
の
影
響
を
軽
減
す
る
鍵
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

Sa
ka

i e
t a

l. 
(2

02
1)

69
)  

N
IE

S 
20

21
 

q3
21

.h
tm

l 
放
射
性
物

質
の
動
き

－
森
林

 
(森
林
内
の

移
動

) 

樹
木
内
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
は
、
時
間
と
と
も
に
増
加
し
、

材
木
に
な
ら
な
い
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

 

木
材
（
心
材
と
辺
材
）
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
、
他
の
部
位
と
比
較
し
て
極
め

て
低
く
、
年
を
経
て
も
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 
林
野
庁

(2
02

3)
58

)  
機
構

 
20

24
 

q3
22

.h
tm

l 
将
来
、
森
林
内
の
作
業
で
ど
の

く
ら
い
被
ば
く
し
ま
す
か
。
そ

れ
を
低
減
す
る
方
法
は
あ
り
ま

す
か
。

 

作
業
場
所
の
空
間
線
量
率
か
ら
、
主
な
作
業
に
お
け
る
被
ば
く
線
量
を
推
定
で
き
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
作
業
時
間
の
短
縮
、
林
業
機
械
の
使
用
や
防
護
衣
着
用

に
よ
り
、
被
ば
く
線
量
を
低
減
で
き
ま
す
。

 

国
土
防
災
技
術
株
式
会
社

(2
01

5)
70

)  
機
構

 
20

15
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JAEA-Data/Code 2025-008



  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q3

23
.h

tm
l 

山
地
森
林
域
に
沈
着
し
た
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
、
標
高
や

場
所
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

か
。

 

地
衣
類
（
菌
類
の
仲
間
）
を
用
い
て
、
山
地
内
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
初
期
沈
着
状

況
や
そ
の
後
の
移
動
挙
動
に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
福
島
県
の
調
査

事
例
で
は
、
地
衣
類
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
（

13
7 C

s）
濃
度
（

20
13
年

2
月
）
と
、

事
故
後
初
期
（

20
11
年

6
月
）
に
採
取
さ
れ
た
土
壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
（

13
7 C

s）
沈
着
量
（
計
算
値
）
と
の
間
に
良
好
な
正
の
相
関
関
係
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
地
衣
類
が
事
故
後
初
期
の
セ
シ
ウ
ム
の
沈
着
状
況
を
保
持
し
て
い
る
可
能
性
を

示
し
て
い
ま
す
。

 

D
oh

i e
t a

l. 
(2

01
5)

71
)  

機
構

 
20

19
 

q3
25

.h
tm

l 
森
林
内
の
空
間
線
量
率
は
、
時

間
と
と
も
に
ど
の
よ
う
に
変
化

す
る
の
で
す
か
。

 

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
樹
冠
か
ら
林
床
へ
移
動
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
す
が
、
森
林

全
体
の
空
間
線
量
率
は
、
徐
々
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

 
鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

15
 

q3
26

-
1.

ht
m

l 
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
地
表
か
ら

地
中
、
地
下
水
へ
移
動
す
る
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。〈
リ
タ
ー

層
を
流
れ
る
水
中
の
移
動
〉

 

福
島
県
川
内
村
の
調
査
事
例
で
は
、
リ
タ
ー
層
を
流
れ
る
水
流
（
リ
タ
ー
フ
ロ
ー
）

中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
、
土
壌
や
リ
タ
ー
と
比
較
し
て
極
め
て
低
く
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
の
流
出
量
も
約

0.
01
％
未
満
（

2
ヶ
月
間
）
で
し
た
。
川
内
村
の
調
査

事
例
で
は
、
地
下
水
に
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（

20
14
年

度
時
点
）
。

 

長
尾
ほ
か

(2
01

9)
10

)  
機
構

 
20

15
 

q3
26

-
2.

ht
m

l 
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
地
表
か
ら

地
中
、
地
下
水
へ
移
動
す
る
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。〈
地
下
水

中
の
移
動
〉

 

福
島
県
及
び
周
辺
県
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
、
地
下
水
に
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
検

出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
（

20
16
（
平
成

28
）
年

11
月
調
査
時
点
）
。

 
環
境
省

(2
02

4)
72

)  
機
構

 
20

19
 

q3
26

-
3.

ht
m

l 
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
地
表
か
ら

地
中
、
地
下
水
へ
移
動
す
る
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。〈
地
中
の

深
さ
方
向
の
移
動
〉

 

土
壌
の
深
さ
方
向
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
移
動
は
わ
ず
か
で
し
た
。

 
鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

19
 

q3
27

-
1.

ht
m

l 
森
林
内
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

は
、
樹
木
か
ら
地
表
へ
ど
の
よ

う
に
移
動
す
る
の
で
す
か
。〈
林

内
雨
・
樹
幹
流
・
落
葉
に
よ
る
移

動
〉

 

福
島
県
川
内
村
と
川
俣
町
の
調
査
事
例
で
は
、
林
内
雨
、
樹
幹
流
お
よ
び
落
葉
に
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
樹
木
か
ら
地
表

へ
移
動
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

は
時
間
と
と
も
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 

N
iiz

at
o 

et
 a

l. 
(2

01
6)

73
)  

機
構

 
20

19
 

q3
27

-
2.

ht
m

l 
森
林
内
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

は
、
樹
木
か
ら
地
表
へ
ど
の
よ

う
に
移
動
す
る
の
で
す
か
。〈
懸

濁
態
・
溶
存
態
と
し
て
の
移
動
〉
 

福
島
県
川
俣
町
の
調
査
事
例
で
は
、
樹
幹
流
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
う
ち
、

懸
濁
態
は
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
溶
存
態
で
は
明
確
な
減
少
傾
向
は
認
め
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

N
iiz

at
o 

et
 a

l. 
(2

01
6)

73
)  

機
構

 
20

16
 

q3
28

.h
tm

l 
森
林
の
種
類
（
広
葉
樹
林
、
針
葉

樹
林
）
に
よ
っ
て
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
動
き
は
異
な
り
ま
す

か
。

 

森
林
の
種
類
に
よ
っ
て
地
表
面
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
分
布
や
挙
動
が
大
き
く
異
な

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
よ
り
早
く
土
壌
層
に
移
行
す
る
落

葉
広
葉
樹
林
で
は
、
森
林
内
で
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
循
環
も
小
さ
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

 

K
oa

ra
sh

i e
t a

l. 
(2

01
6)

74
)  

機
構

 
20

16
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名
 

カ
テ
ゴ
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ー
 

ペ
ー
ジ
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ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q3

29
.h

tm
l 

森
林
に
お
け
る
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
分
布
の
経
時
変
化
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。
【
解
析
事
例
】

 

森
林
内
で
は
事
故
後
初
期
に
は
葉
・
枝
・
落
葉
層
に
多
く
存
在
し
ま
し
た
が
、
時
間

と
と
も
に
樹
木
上
部
か
ら
落
葉
層
へ
、
落
葉
層
か
ら
下
の
土
壌
層
へ
移
動
し
て
い
ま

す
。

 

K
ur

ik
am

i e
t a

l. 
(2

01
9)

75
)  
機
構

 
20

19
 

q3
2a

.h
tm

l 
森
林
の
セ
シ
ウ
ム
分
布
は
今
後

も
変
化
し
ま
す
か
。

 
森
林
内
の
セ
シ
ウ
ム
の
動
き
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
か
ら
、
事
故
後

20
年
程

度
に
か
け
て
、
①
ほ
と
ん
ど
の
セ
シ
ウ
ム
が
土
壌
に
留
ま
り
続
け
る
こ
と
、
②
ス
ギ

木
材
中
の
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
大
き
く
変
化
し
な
い
こ
と
、
コ
ナ
ラ
木
材
中
の
セ
シ
ウ

ム
濃
度
の
増
加
傾
向
が
継
続
し
て
緩
や
か
に
な
る
こ
と
、
③
セ
シ
ウ
ム
の
森
林
内
で

の
動
き
が
減
少
す
る
こ
と
、
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
森
林
内
で
の
セ
シ

ウ
ム
の
動
き
が
平
衡
状
態
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

 

H
as

hi
m

ot
o 

et
 a

l. 
(2

02
0)

76
)  

FF
PR

I 
N

IE
S 

20
20

 

q3
2b

.h
tm

l 
ス
ギ
材
に
取
り
込
ま
れ
た
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
は
ど
こ
か
ら
き
た

の
で
す
か
。

 

国
立
環
境
研
究
所
と
森
林
総
合
研
究
所
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
福
島
県
川
内
村
の
ス

ギ
林
で
、
幹
の
生
長
に
と
も
な
っ
て
材
部
分
に
取
り
込
ま
れ
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が

ど
こ
か
ら
来
た
の
か
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
事
故
後
の

20
11
年

8
月
か
ら

の
5
年
間
に
材
に
蓄
積
さ
れ
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
量
は
、
最
大
で
そ
の
半
分
程
度
が

土
壌
か
ら
根
を
通
じ
て
吸
収
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
残
り
は
、
事
故
直

後
に
葉
の
表
面
な
ど
か
ら
吸
収
さ
れ
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
一
部
が
、
ス
ギ
の
体
内

を
移
動
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

Im
am

ur
a 

et
 a

l. 
(2

02
1)

77
)  

FF
PR

I 
N

IE
S 

20
20

 

q3
2c

.h
tm

l 
森
林
内
で
の
セ
シ
ウ
ム
の
動
き

と
空
間
線
量
率
の
関
係
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

 

原
子
力
機
構
は
森
林
総
合
研
究
所
及
び
筑
波
大
学
と
連
携
し
、
両
機
関
の
観
測
結
果

を
基
に
森
林
内
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
分
布
す
る
精
緻
な
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
放
射

線
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

20
17
年
以
降
、
森
林
内
の

放
射
線
量
の
大
半
が
森
林
土
壌
の
表
層

5c
m
以
内
に
あ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
に
由

来
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
今
後
の
放
射
線
量
の
推
移
は
そ

の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
ど
の
よ
う
に
移
動
す
る
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

 

M
al

in
s 

et
 a

l. 
(2

02
1)

78
)  

機
構

 
FF

PR
I 

筑
波
大
学

 20
21

 

q3
2d

.h
tm

l 
森
林
土
壌
内
の
セ
シ
ウ
ム
の
下

方
へ
の
動
き
は
、
チ
ョ
ル
ノ
ー

ビ
リ
（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
）
事
故

後
の
付
近
で
の
動
き
と
ど
の
よ

う
に
異
な
り
ま
す
か
。

 

森
林
総
合
研
究
所
は
、
東
日
本

99
箇
所
の
森
林
土
壌
の
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
土

壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
う
ち
落
葉
層
に
存
在
す
る
割
合
と
鉱
質
土
壌
層
に
分
布

す
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
深
さ
の
中
心
を
解
析
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
の
落
葉
層
か
ら
鉱
質
土
壌
層
へ
の
移
動
や
鉱
質
土
壌
内
の
下
層
へ
の
移
動
速

度
は
、
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
事
故
に
比
べ
て
速
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

 

Im
am

ur
a 

et
 a

l. 
(2

02
0)

79
)  

FF
PR

I 
20

21
 

q3
2e

.h
tm

l 
樹
木
内
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
は
季
節
に
よ
っ
て
変
化
し
ま

す
か
。

 

森
林
総
合
研
究
所
は
、
き
の
こ
原
木
が
採
取
さ
れ
る
コ
ナ
ラ
萌
芽
林
を
調
査
し
、
コ

ナ
ラ
当
年
枝
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
開
葉
し
て
か
ら

7
月
ま
で
は
大
き
く
変
化

し
、

8
月
か
ら
翌
年

4
月
に
か
け
て
安
定
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

本
成
果
に
よ
り
、
利
用
可
能
な
原
木
林
判
定
の
調
査
期
間
が
大
幅
に
拡
大
し
、
関
連

事
業
の
さ
ら
な
る
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

Sa
ka

sh
ita

 e
t a

l. 
(2

02
1)

80
)  

FF
PR

I 
20

22
 

- 32 -

JAEA-Data/Code 2025-008



  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
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ゴ
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ペ
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ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q3

2f
.h

tm
l 

原
発
事
故
で
汚
染
さ
れ
た
樹
木

の
木
材
・
樹
皮
中
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
は
事
故
後

10
年

間
で
ど
の
よ
う
に
変
化
し
ま
し

た
か
。

 

森
林
総
合
研
究
所
は
、
原
発
事
故
で
汚
染
さ
れ
た
樹
木
の
木
材
・
樹
皮
中
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
（

13
7 C

s）
濃
度
を
事
故
後

1
年
目
か
ら
現
地
調
査
に
よ
り
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
、
時
系
列
解
析
に
よ
っ
て
事
故
後

10
年
間
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
木
材

中
の

13
7 C

s
濃
度
は
事
故
後
数
年
間
で
は
一
部
の
森
林
で
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
後
多
く
の
森
林
で
増
加
が
頭
打
ち
あ
る
い
は
減
少
に
転
じ
た
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
樹
皮
中
の

13
7 C

s
濃
度
は
全
体
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
が
、
土
壌
か
ら
の

13
7 C

s
の
吸
収
量
が
多
い
と
考
え
ら
れ
た
森
林
で
は
濃
度

の
減
少
率
が
低
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

 

O
ha

sh
i e

t a
l. 

(2
02

2)
81

)  
FF

PR
I 

20
22

 

q3
2g

.h
tm

l 
原
発
事
故
で
汚
染
さ
れ
た
森
林

土
壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は

事
故
後

10
年
間
で
ど
の
よ
う

に
変
化
し
ま
し
た
か
。

 

森
林
総
合
研
究
所
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
後
、

10
年
間
調
査
を
行
い
、

森
林
土
壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
（

13
7 C

s）
の
分
布
や
動
き
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
、
時
間
の
経
過
と
共
に
鉱
質
土
層
の

表
層
に
移
動
し
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
動
か
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

本
成
果
は
、
今
後
の
被
災
地
の
森
林
管
理
や
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
長
期
動
態
予
測
に

役
立
ち
ま
す
。

 

M
an

ak
a 

et
 a

l. 
(2

02
2)

82
)  

FF
PR

I 
20

22
 

q3
2h

.h
tm

l 
福
島
県
の
森
林
の
地
表
（
林
床
）

の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

13
7

（
13

7 C
s）
濃
度
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
変

化
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

 

林
床
の
有
機
物
層
の

13
7 C

s
濃
度
は
事
故
後
か
ら
速
や
か
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
、

一
方
で
そ
の
減
少
傾
向
は
植
生
の
違
い
や
年
平
均
気
温
等
に
も
左
右
さ
れ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
落
葉
広
葉
樹
林
や
冷
涼
な
高
標
高
地
域
で
は
減
少

速
度
の
低
下
が
見
ら
れ
、

13
7 C

s
濃
度
が
相
対
的
に
高
い
ま
ま
留
ま
り
や
す
い
可
能
性

が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

N
is

hi
na

 e
t a

l. 
(2

02
3)

83
)  

N
IE

S 
FF

PR
I 

20
23

 

q3
2i

.h
tm

l 
福
島
県
内
の
低
線
量
放
射
線
被

ば
く
は
樹
木
次
世
代
の
新
規
突

然
変
異
に
影
響
を
与
え
ま
し
た

か
。

 

森
林
研
究
・
整
備
機
構
森
林
総
合
研
究
所
と
福
島
大
学
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
遺
伝
的
リ
ス
ク
と
な
る

D
N

A
の
「
突
然
変
異
」
を
迅
速
に
検
出
す
る
方
法

を
開
発
し
ま
し
た
。

 
こ
の
手
法
に
よ
り
、
ス
ギ
と
サ
ク
ラ
を
対
象
に
福
島
県
内
の
帰
還
困
難
区
域
に
生
育

す
る
個
体
を
含
む
母
樹
か
ら
種
子
や
実
生
を
収
集
し
、
次
世
代
で
生
じ
た
新
規
突
然

変
異
を
縮
約
ゲ
ノ
ム
解
析
で
評
価
し
た
と
こ
ろ
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に

由
来
す
る
低
線
量
放
射
線
被
ば
く
は
、
樹
木
の
次
世
代
に
お
い
て
新
規
突
然
変
異
を

増
や
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
（

U
en

o 
et

 a
l. 

20
22
）

 

U
en

o 
et

 a
l. 

(2
02

3)
84

)  
福
島
大
学

 
FF

PR
I 

20
24

 

q4
10

.h
tm

l 
放
射
性
物

質
の
動
き

－
河
川
水

系
 

(河
川
で
の

移
動

) 

川
の
付
近
は
危
な
く
な
い
で
す

か
。
川
の
水
に
溶
け
た
セ
シ
ウ

ム
が
ま
だ
流
れ
て
い
る
の
で
す

か
。

 

環
境
省
は
、
平
成

27
年
（

20
15
年
）
に
河
川
・
湖
沼
に
お
け
る
汚
染
状
況
の
デ
ー

タ
を
整
理
し
、
そ
の
環
境
中
に
お
い
て
、
水
辺
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
行
っ

た
際
に
受
け
る
被
ば
く
線
量
に
つ
い
て
試
算
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
安
全
側

に
考
え
て
も
、
水
辺
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
お
け
る
被
ば
く
線
量
は
、

20
日

間
で
最
大

0.
03
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
避
難
指
示
の
基
準
で

あ
る

1
年
間

20
m

Sv
に
比
べ
て
十
分
に
低
い
値
で
す
。

 

環
境
省

(2
01

5)
85

)  
機
構

 
20

18
 

q4
11

.h
tm

l 
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
ど
ん
な
土

地
利
用
の
場
所
に
、
ど
れ
く
ら

い
沈
着
し
た
の
で
す
か
。

 

福
島
県
東
部
の
阿
武
隈
川
流
域
及
び
浜
通
り
主
要
河
川
水
系
で
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
約

70
％
が
森
林
に
、
次
い
で
田
を
含
む
農
地
に
多
く
沈
着
し
ま
し
た
。

 
山
口
ほ
か

(2
01

3)
56

)  
機
構

 
20

14
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名
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リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q4

12
.h

tm
l 

河
川
や
ダ
ム
湖
か
ら
の
水
を
灌

が
い
用
水
に
用
い
る
こ
と
は
で

き
ま
す
か
。

 

灌
が
い
用
水
か
ら
玄
米
へ
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
河
川
水
中
の
溶
存
態
セ
シ
ウ
ム
濃

度
等
の
水
質
調
査
結
果
と
併
せ
る
と
、
影
響
は
限
定
的
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
農
林
水
産
省
ほ
か

(2
01

4)
86

)  
機
構

 
20

14
 

q4
13

-
1.

ht
m

l 
今
後
も
大
雨
で
水
位
が
高
く
な

る
た
び
に
、
河
川
敷
の
線
量
率

は
上
昇
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。〈
低
水
路
と
高
水
敷
の
違

い
〉

 

河
川
敷
に
お
け
る
線
量
率
に
つ
い
て
、
平
面
分
布
と
断
面
分
布
を
測
定
し
て
み
る
と
、

低
水
路
の
線
量
率
は
低
い
で
す
が
、
高
水
時
後
の
水
敷
は
高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

 

鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

15
 

q4
13

-
2.

ht
m

l 
今
後
も
大
雨
で
水
位
が
高
く
な

る
た
び
に
、
河
川
敷
の
線
量
率

は
上
昇
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
〈
線
量
率
の
経
時
変
化
〉

 

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
堆
積
し
や
す
い
場
所
は
、
表
面
線
量
率
が
増
減
し
や
す
い
も
の

の
、
全
体
的
に
空
間
線
量
率
は
徐
々
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 
鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

15
 

q4
13

-
3.

ht
m

l 
今
後
も
大
雨
で
水
位
が
高
く
な

る
た
び
に
、
河
川
敷
の
線
量
率

は
上
昇
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。〈
大
規
模
な
降
雨
時
の
線

量
率
変
化
〉

 

平
成

27
年

9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
に
よ
っ
て
多
く
の
河
川
敷
は
浸
水
し
ま
し
た
が
、

線
量
率
の
上
昇
は
認
め
ら
れ
ず
、
河
川
に
よ
っ
て
は
線
量
率
は
大
き
く
低
下
し
ま
し

た
。

 

鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

15
 

q4
14

.h
tm

l 
水
辺
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
に
よ
り
、
ど
れ
く
ら
い
の
被

ば
く
が
想
定
さ
れ
ま
す
か
。

 

河
川
や
湖
沼
に
お
け
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
よ
る
被
ば
く
線
量
は
、
保
守
的

に
評
価
し
た
場
合
、

20
日
間
で
最
大
約

0.
03

m
Sv
と
な
り
ま
し
た
。

 
環
境
省

(2
01

5)
85

)  
機
構

 
20

14
 

q4
15

-
1.

ht
m

l 
河
川
水
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

濃
度
は
、
時
間
と
と
も
に
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
で
す

か
。
〈
福
島
県
北
側
〉

 

福
島
県
内
の
い
ず
れ
の
河
川
に
お
い
て
も
、
河
川
水
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
、

徐
々
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 
原
子
力
規
制
委
員
会

(2
01

5)
8)

 
機
構

 
20

15
 

q4
15

-
2.

ht
m

l 
河
川
水
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

濃
度
は
、
時
間
と
と
も
に
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
で
す

か
。
〈
福
島
県
南
側
〉

 

福
島
県
内
の
い
ず
れ
の
河
川
に
お
い
て
も
、
河
川
水
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
、

徐
々
に
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 
原
子
力
規
制
委
員
会

(2
01

5)
8)

 
機
構

 
20

15
 

q4
15

-
3.

ht
m

l 
河
川
水
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

濃
度
は
、
時
間
と
と
も
に
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
で
す

か
。
〈
最
新
の
傾
向

(2
01

8
年

)〉
 

事
故
か
ら

7
年
経
過
し
た

20
18
年
時
点
で
も
、
河
川
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は

減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。

 
N

ak
an

is
hi

 
an

d 
Sa

ku
m

a 
(2

01
9)

87
)  

機
構

 
20

18
 

q4
16

-
1.

ht
m

l 
雨
が
降
る
と
、
河
川
水
中
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
増
加
す

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。〈
大

規
模
な
降
雨
時
の
濃
度
変
化
〉

 

大
雨
が
降
る
と
、
河
川
水
中
の
土
砂
粒
子
の
増
加
と
と
も
に
、
懸
濁
態
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
の
濃
度
は
増
加
し
ま
す
。

 
原
子
力
規
制
委
員
会

(2
01

5)
8)

 
機
構

 
20

15
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  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q4

16
-

2.
ht

m
l 

雨
が
降
る
と
、
河
川
水
中
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
増
加
す

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。〈
ダ

ム
の
有
無
と
濃
度
変
化
の
関

係
〉

 

上
流
に
ダ
ム
が
あ
る
河
川
で
は
、
な
い
河
川
に
比
べ
て
、
高
水
時
の
懸
濁
態
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
あ
ま
り
上
昇
し
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

 
鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

16
 

q4
17

-
1.

ht
m

l 
河
川
敷
に
は
高
い
濃
度
の
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
蓄
積
し
続
け
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〈
河
川
敷
内
で
高
い
濃
度
と
な

る
場
所
〉

 

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
含
む
土
砂
が
堆
積
し
や
す
い
場
所
は
、
高
水
敷
の
う
ち
植
生
が

繁
茂
し
た
場
所
等
に
限
ら
れ
ま
す
。

 
鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

16
 

q4
17

-
2.

ht
m

l 
河
川
敷
に
は
高
い
濃
度
の
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
が
蓄
積
し
続
け
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〈
現
在
も
堆
積
が
続
く
場
所
で

の
濃
度
〉

 

土
砂
が
堆
積
し
や
す
い
植
生
が
繁
茂
し
た
高
水
敷
に
お
い
て
は
、
堆
積
は
続
き
ま
す

が
、
一
方
で
、
新
た
に
堆
積
す
る
土
砂
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
低
下
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

 

鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

16
 

q4
18

.h
tm

l 
河
床
に
は
高
い
濃
度
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
が
蓄
積
し
続
け
て
い

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

福
島
県
内
の
調
査
事
例
よ
り
、
河
床
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
、
河
川
敷
に
比
べ
て

1～
2
桁
低
い
濃
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

 
鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

15
 

q4
19

.h
tm

l 
森
林
等
か
ら
河
川
に
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
が
流
入
し
続
け
、
汚
染

が
継
続
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

 

森
林
か
ら
渓
流
水
に
流
入
す
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃
度
は
、
時
間
と
と
も
に
減
少

す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 
原
子
力
規
制
委
員
会

(2
01

5)
8)

 
機
構

 
20

15
 

q4
1a

.h
tm

l 
土
壌
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
事
故
後
ど

の
程
度
流
出
し
た
の
で
す
か
。

【
解
析
事
例
】

 

福
島
県
東
部
の
阿
武
隈
川
流
域
及
び
浜
通
り
主
要
河
川
水
系
で
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
う
ち

13
7 C

s
は

70
％
が
森
林
に
、
次
い
で
田
を
含
む
農
地
に
多
く
沈
着
し
、
事

故
後
の
半
年
間
で
お
よ
そ

29
TB

q
が
海
へ
流
出
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

後
は
流
出
す
る
セ
シ
ウ
ム
量
が
急
速
に
低
下
し
、
現
在
も
低
下
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
。
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
海
へ
の
流
出
は
、
畑
地
か
ら
の
寄
与
が
約

5
割
を
占
め
て

お
り
、
次
い
で
森
林
、
水
田
の
順
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

山
口
ほ
か

(2
01

3)
56

)  
Sa

ku
m

a 
et

 a
l. 

(2
01

9)
88

)  
機
構

 
20

19
 

q4
1b

.h
tm

l 
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
流
出
量

は
、
河
川
流
域
の
ど
の
よ
う
な

特
徴
に
影
響
さ
れ
ま
す
か
。【
解

析
事
例
】

 

河
川
か
ら
海
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
流
出
率
は
、
ダ
ム
が
あ
る
河
川
流
域
で
は
低
く
、

セ
シ
ウ
ム
沈
着
量
の
多
い
土
地
（
水
田
な
ど
）
が
あ
る
流
域
で
は
高
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
ダ
ム
湖
が
下
流
へ
の
セ
シ
ウ
ム
流
出
を
抑
制
す
る
た
め
で
す
。

 

Sa
ku

m
a 

et
 a

l. 
(2

01
7)

89
)  

機
構

 
20

17
 

q4
1c

.h
tm

l 
河
川
に
は
ど
こ
か
ら
ど
れ
く
ら

い
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
流
出
し

て
く
る
の
で
す
か
。
【
解
析
事

例
】

 

河
川
に
流
出
す
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
多
く
は
、
河
川
近
傍
や
沢
沿
い
で
の
土
壌
侵

食
に
伴
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

 
Sa

ku
m

a 
et

 a
l. 

(2
01

8)
90

)  
機
構

 
20

17
 

- 35 -

JAEA-Data/Code 2025-008



  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q4

1d
.h

tm
l 

降
雨
の
た
め
に
水
の
濁
り
具
合

や
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
ど

う
変
わ
り
ま
す
か
。
【
解
析
事

例
】

 

様
々
な
降
雨
パ
タ
ー
ン
に
対
す
る
、
頭
首
工
で
の
応
答
（
水
の
濁
り
具
合
や
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
濃
度
）
を
解
析
で
推
定
し
ま
し
た
。

 
浮
遊
物
質
濃
度
が
高
い
（
濁
っ
て
い
る
）
と
き
に
河
川
水
中
の
セ
シ
ウ
ム
濃
度
も
高

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
河
川
水
中
の
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
大
雨
の
後
、
数
時
間
～
数
日

に
わ
た
っ
て
高
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 

長
尾
ほ
か

(2
01

9)
10

)  
機
構

 
20

17
 

q4
1e

.h
tm

l 
河
川
で
は
ど
の
よ
う
な
場
所
に

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
た
ま
り
や

す
い
の
で
す
か
。
【
解
析
事
例
】

 

河
川
の
下
流
に
位
置
す
る
河
川
敷
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
付
着
し
た
堆
積
土
砂
が
多

く
堆
積
し
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
の
堆
積
分
布
に
は
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
実
際
の
観

測
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
た
め
に
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
結
果
、
河
川
が
歪
曲
し
て
い
る
部
分
に
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
堆
積
し
や
す
い
傾
向
が
再
現
で
き
ま
し
た
。

 

長
尾
ほ
か

(2
01

9)
10

)  
機
構

 
20

20
 

q4
1f

.h
tm

l 
河
川
で
運
ば
れ
た
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
は
海
洋
で
ど
の
よ
う
に
動

き
ま
す
か
。
【
解
析
事
例
】

 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
河
口
域
に
流
入
し
た
河
川
水
は
海
面
を
広
が
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
河
川
水
の
塩
分
濃
度
が
低
く
、
ま
た
水
温
が
高

い
た
め
に
海
水
よ
り
も
密
度
が
小
さ
い
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
海
底
で

の
流
れ
で
は
海
面
と
は
逆
に
河
口
へ
向
か
う
流
れ
が
で
き
て
お
り
、
一
度
沿
岸
か
ら

離
れ
た
河
川
由
来
の
土
砂
等
が
沿
岸
方
向
に
戻
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

長
尾
ほ
か

(2
01

9)
10

)  
機
構

 
20

15
 

q4
1g

.h
tm

l 
河
川
水
中
に
溶
け
て
い
る
セ
シ

ウ
ム
の
濃
度
は
ど
の
よ
う
な
と

こ
ろ
で
高
い
の
で
す
か
。

 

20
17
年

8～
9
月
に
か
け
て
、
福
島
県
を
中
心
と
し
た
東
日
本
の

66
地
点
で
採
取

し
た
河
川
水
の
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を
分
析
し
た
結
果
、
河
川
水
中
に
溶
け
て
い
る
セ
シ

ウ
ム
濃
度
は
、
河
川
流
域
の
平
均
の
セ
シ
ウ
ム
沈
着
量
と
相
関
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
流
域
に
占
め
る
建
物
用
地
面
積
の
割
合
が
小
さ
い
ほ
ど
、
セ
シ

ウ
ム
濃
度
は
低
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

 

Ts
uj

i e
t a

l. 
(2

01
9)

91
)  

機
構

 
20

19
 

q4
1h

-
1.

ht
m

l 
大
雨
で
セ
シ
ウ
ム
が
流
れ
出
る

こ
と
は
な
い
で
す
か
。〈
令
和
元

年
10
月
大
雨
時
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
移
動
状
況
－
河
川
の
上

流
域
〉

 

近
年
の
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
に
伴
う
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
移
行
挙
動
を
評

価
す
る
た
め
に
は
、
過
去
に
発
生
し
た
大
雨
時
お
よ
び
そ
の
前
後
に
お
け
る
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
流
出
量
や
、
分
布
デ
ー
タ
が
基
礎
的
な
情
報
と
し
て
必
要
と
な
り
ま
す
。

 
長
期
観
測
の
結
果
、
豪
雨
時
・
台
風
前
後
に
お
い
て
、
源
流
域
に
お
け
る
渓
流
水
の

溶
存
態
セ
シ
ウ
ム

13
7
濃
度
は
季
節
変
動
の
範
囲
内
で
し
た
。
河
川
上
流
域
の
森
林

斜
面
に
お
け
る
セ
シ
ウ
ム

13
7
流
出
率
は
、
林
床
が
被
覆
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
既

往
デ
ー
タ
の
範
囲
内
（

0.
06
～

0.
16
％
）
で
し
た
。

  

新
里
・
佐
久
間

(2
02

0)
92

)  
福
島
県
環

境
創
造
セ

ン
タ
ー

 

20
20

 

q4
1h

-
2.

ht
m

l 
大
雨
で
セ
シ
ウ
ム
が
流
れ
出
る

こ
と
は
な
い
で
す
か
。〈
令
和
元

年
10
月
大
雨
時
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
移
動
状
況
－
河
川
の

中
・
下
流
域
〉

 

平
成

27
年

9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
お
よ
び
令
和
元
年

10
月
東
日
本
台
風
（
台
風
第

19
号
）
の
前
後
に
お
け
る
空
間
線
量
率
の
測
定
値
、
お
よ
び
土
砂
の
堆
積
状
況
を
総

合
的
に
考
察
し
ま
し
た
。

 
そ
の
結
果
、
い
ず
れ
の
地
点
で
も
砂
の
堆
積
に
よ
り
線
量
率
が
低
下
し
て
お
り
、
河

道
壁
面
か
ら
流
出
し
た
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
低
い
土
砂
が
堆
積
す
る
こ
と
で
地
面
が
遮

へ
い
さ
れ
、
空
間
線
量
率
が
低
下
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

新
里
ほ
か

(2
02

0)
93

)  
福
島
県
環

境
創
造
セ

ン
タ
ー

 

20
20

 

q4
1j

.h
tm

l 
過
去
に
な
い
大
規
模
出
水
が
あ

っ
た
場
合
も
、
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
移
動
は
予
測
で
き
ま
す

か
。

 

20
17
年
ま
で
の
観
測
結
果
に
基
づ
く
経
験
的
モ
デ
ル

M
ER

C
U

RY
を
用
い
て
、
令

和
元
年
東
日
本
台
風
の
流
出
量
を
評
価
し
ま
し
た
。
評
価
結
果
は
観
測
結
果
と
整
合

し
て
い
ま
し
た
。

 

N
ak

an
is

hi
 e

t a
l. 

(2
02

1)
94

)  
機
構

 
20

24
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  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q4

1k
.h

tm
l 

森
林
の
落
葉
落
枝
は
河
川
水
中

に
溶
け
て
い
る
セ
シ
ウ
ム
濃
度

に
影
響
を
与
え
ま
す
か
。【
解
析

事
例
】

 

河
川
水
中
に
溶
け
て
い
る
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
、
出
水
時
の
上
昇
、
ま
た
夏
季
に
高
く

冬
季
に
低
い
と
い
っ
た
季
節
変
動
が
実
際
の
観
測
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
解
す
る
た
め
に
森
林
内
の
有
機
物
か
ら
の
溶
脱
現
象
を
モ

デ
ル
に
組
み
込
み
解
析
を
実
施
し
た
結
果
、

2
つ
の
変
化
傾
向
を
再
現
で
き
ま
し
た
。
 

Sa
ku

m
a 

et
 a

l. 
(2

02
2)

95
)  

機
構

 
20

24
 

q4
1l

.h
tm

l 
陸
域
に
沈
着
し
た
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
は
将
来
的
に
ど
う
動
く
と

予
想
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 

事
故
後

30
年
間
で
、
河
川
か
ら
海
洋
へ
輸
送
さ
れ
る

13
7 C

s
は
流
域
に
沈
着
し
た

13
7 C

s
の

4.
6%
に
相
当
し
、
輸
送
量
に
対
す
る
市
街
地
と
農
地
か
ら
の
寄
与
は
合
計

で
85

.3
%
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
人
間
活
動
が
盛
ん
な
市
街
地
と
農

地
か
ら
運
搬
さ
れ
て
く
る

13
7 C

s
が
、
海
洋
へ
の
輸
送
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

 
ま
た
、
沈
着
し
た

13
7 C

s
が
降
水
に
よ
り
取
り
除
か
れ
る
量
は
、
事
故
後

30
年
間
で

森
林

1.
4%
、
耕
作
放
棄
地

0.
9%
、
市
街
地

20
.9

%
、
農
地

20
.8

%
、
残
る
の
は

49
.7

%
、

50
.0

%
、

39
.0

%
、

36
.7

%
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
人
間
活
動

が
盛
ん
な
地
域
に
沈
着
し
た

13
7 C

s
の
量
は
、
そ
れ
以
外
の
地
域
（
森
林
と
耕
作
放

棄
地
）
よ
り
も
減
少
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

 

Ik
en

ou
e 

et
 a

l. 
(2

02
3)

96
)  

機
構

 
20

24
 

q4
21

.h
tm

l 
放
射
性
物

質
の
動
き

－
河
川
水

系
 

(ダ
ム
で
の

移
動

) 

ダ
ム
湖
か
ら
の
水
を
飲
料
水
に

用
い
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

 
木
戸
川
の
場
合
、
高
水
時
の
濁
度
が
極
め
て
高
い
時
で
も
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃

度
は
飲
料
水
の
基
準
値
を
下
回
っ
て
お
り
、
溶
存
態
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
、
平

常
時
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

 

鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

17
 

q4
22

-
1.

ht
m

l 
湖
底
の
底
質
を
除
去
し
な
い
限

り
、
湖
水
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
は
高
い
ま
ま
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。〈
底
質
中
の
濃
度
の

経
時
変
化
〉

 

福
島
県
・
真
野
ダ
ム
（
は
や
ま
湖
）
の
調
査
事
例
で
は
、
ダ
ム
に
流
入
す
る
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
大
部
分
は
ダ
ム
湖
底
に
蓄
積
す
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
湖
水
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
増
加
す
る
傾
向
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

 

鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

15
 

q4
22

-
2.

ht
m

l 
湖
底
の
底
質
を
除
去
し
な
い
限

り
、
湖
水
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
は
高
い
ま
ま
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

 

請
戸
川
の
河
川
敷
や
河
床
の
堆
積
物
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
非
常
に
強
く
吸
着
し

て
お
り
、
湖
水
中
に
は
溶
け
出
し
に
く
い
状
態
で
す
。

 
―

 
機
構

 
20

15
 

q4
23

.h
tm

l 
雨
が
降
る
と
湖
底
の
底
質
が
舞

い
上
が
っ
て
、
水
中
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
高
く
な
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

出
水
時
で
も
、
ダ
ム
湖
の
下
流
側
の
流
速
は
非
常
に
遅
い
た
め
、
底
質
は
湖
底
か
ら

舞
い
上
が
り
に
く
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

14
 

q4
24

-
1.

ht
m

l 
今
後
も
ダ
ム
に
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
流
入
し
、
ダ
ム
湖
内
に
は

汚
染
が
蓄
積
し
続
け
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。〈
底
質
中
の
濃

度
の
経
時
変
化
〉

 

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
上
流
域
か
ら
引
き
続
き
ダ
ム
湖
内
に
流
入
し
、
底
質
へ
の
汚
染

の
蓄
積
は
継
続
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
上
流
か
ら
供
給
さ
れ
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃
度
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
低
下
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

 

鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

16
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  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q4

24
-

2.
ht

m
l 

今
後
も
ダ
ム
に
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
流
入
し
、
ダ
ム
湖
内
に
は

汚
染
が
蓄
積
し
続
け
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。〈
ダ
ム
上
流
と

下
流
の
違
い
〉

 

福
島
県
・
大
柿
ダ
ム
の
調
査
事
例
で
は
、
ダ
ム
湖
内
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と
と
も
に

上
流
か
ら
流
れ
て
く
る
土
砂
粒
子
が
堆
積
し
、
下
流
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
移
動

が
抑
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

 

鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

15
 

q4
24

-
3.

ht
m

l 
今
後
も
ダ
ム
に
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
流
入
し
、
ダ
ム
湖
内
に
は

汚
染
が
蓄
積
し
続
け
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。〈
今
後
の
濃
度

の
予
測
技
術
〉

 

降
雨
時
に
土
砂
と
と
も
に
ダ
ム
湖
に
流
入
す
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
、
多
く
が
湖
底

に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。
蓄
積
す
る
割
合
は
、
降
雨
の
強
さ
や
継
続
時
間
が
大
き
い
ほ
ど

小
さ
く
、
ま
た
流
入
す
る
土
砂
の
粒
径
分
布
等
に
依
存
し
ま
す
。

 

K
ur

ik
am

i e
t a

l. 
(2

01
6)

97
)  

機
構

 
20

16
 

q4
25

.h
tm

l 
湖
や
ダ
ム
な
ど
の
底
に
た
ま
っ

て
い
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
溶

け
出
し
て
、
下
流
域
の
生
態
系

や
営
農
に
影
響
を
与
え
ま
せ
ん

か
？

 

湖
や
ダ
ム
な
ど
の
湖
底
で
は
有
機
物
の
分
解
に
伴
い
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
生
成

し
、
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
と
セ
シ
ウ
ム
が
イ
オ
ン
交
換
す
る
こ
と
で
湖
水
中
に
セ

シ
ウ
ム
が
溶
け
出
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
溶
け
出
す
量
は
微
量
の
た
め
、
湖
水
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
少
し
上
昇
す
る
も
の
の
、
既
に
営
農
を
再
開
し
て
い
る
地
域

の
農
作
物
へ
の
影
響
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

 

Fu
na

ki
 e

t a
l. 

(2
02

2)
98

)  
機
構

 
20

24
 

q4
31

.h
tm

l 
放
射
性
物

質
の
動
き

－
河
川
水

系
 

( 海
で
の
移

動
) 

海
や
湖
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
に
よ
り
、
ど
れ
く
ら
い

の
被
ば
く
が
想
定
さ
れ
ま
す

か
。

 

福
島
県
の
開
設
さ
れ
た
水
浴
場
の
利
用
で
は
、
被
ば
く
線
量
は
増
加
し
ま
せ
ん
。

 
福
島
県

(2
02

4)
99

)  
機
構

 
20

24
 

q4
32

.h
tm

l 
海
水
中
や
底
質
中
の
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
は
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
る
の
で
す
か
。

 

福
島
県
の
海
水
中
お
よ
び
底
質
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
、
事
故
直
後
は
高
か

っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
低
下
し
て
い
ま
す
。

 
水
産
庁

(2
01

7)
10

0)
 

機
構

 
20

15
 

q4
33

.h
tm

l 
河
川
か
ら
海
に
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
が
流
入
し
続
け
、
河
口
沿
岸

域
は
汚
染
が
継
続
す
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

 

河
川
か
ら
流
入
す
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
、
河
川
流
域
に
沈
着
し
た
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
の
総
量
に
比
べ
て
極
め
て
少
な
い
量
で
す
。

 
ま
た
、
堆
積
物
に
つ
い
て
、
河
口
沿
岸
域
の
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
河
川
の
セ
シ
ウ
ム
濃

度
よ
り
低
い
こ
と
か
ら
、
汚
染
が
広
が
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

鶴
田
ほ
か

(2
01

7)
1)

 
機
構

 
20

15
 

q4
34

.h
tm

l 
河
川
か
ら
流
入
す
る
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
は
、
沿
岸
環
境
に
ど
の

程
度
の
影
響
を
与
え
ま
す
か
。

 

調
査
の
結
果
、
海
底
土
や
河
川
か
ら
流
入
す
る
土
砂
等
で
形
成
さ
れ
る
濁
っ
た
領
域

（
高
濁
度
層
）
に
含
ま
れ
る

13
7 C

s
を
含
む
粒
子
は
再
懸
濁
に
よ
る
も
の
が
支
配
的

で
あ
り
、
河
川
流
入
で
新
た
に
供
給
さ
れ
る

13
7 C

s
の
影
響
は
小
さ
い
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

 

M
is

on
ou

 e
t a

l. 
(2

02
2)

10
1)

 
機
構

 
20

24
 

q5
11

.h
tm

l 
生
態
系
・
林

野
火
災
・
結

果
の
公
表

 
(生
態
系
へ

の
影
響
）

 

福
島
県
内
の
野
生
動
物
の
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
は
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
い
ま
す
か
。

 

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
土
壌
沈
着
量
が
多
い
場
所
で
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
と
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
ほ
ど
、
筋
肉
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

同
じ
場
所
で
捕
獲
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
と
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
を
比
較
す
る
と
、
イ
ノ
シ
シ

の
方
が
よ
り
濃
度
が
高
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
両
種
と
も
セ
シ
ウ
ム
濃

度
は
季
節
変
動
し
ま
す
が
、
変
動
パ
タ
ー
ン
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。

 

N
em

ot
o 

et
 a

l. 
(2

01
8)

10
2)

 
福
島
県
環

境
創
造
セ

ン
タ
ー

 

20
18

 

- 38 -

JAEA-Data/Code 2025-008



  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q5

12
.h

tm
l 

淡
水
魚
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
は
ど
の
よ
う
な
条
件
に
影
響

さ
れ
ま
す
か
。

 

国
立
環
境
研
究
所
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
ヤ
マ
メ
や
イ
ワ
ナ
な
ど
の
「
淡
水
魚
」

30
種
に
つ
い
て
福
島
県
内
の
湖
、
河
川
で
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
湖
で
は
、
魚

が
何
を
食
べ
る
か
（
食
性
）
が
、
川
で
は
、
食
性
よ
り
も
水
質
が
、
魚
へ
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
蓄
積
に
大
き
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
魚

へ
の
蓄
積
し
や
す
さ
に
影
響
す
る
重
要
な
要
因
が
、
湖
と
川
で
大
き
く
異
な
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
海
水
魚
に
比
べ
汚
染
が
長
期
化

し
て
い
る
淡
水
魚
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
今
後
ど
の
よ
う
に
減
少
し
て
い
く

か
、
正
確
な
予
測
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

Is
hi

i e
t a

l. 
(2

01
9)

10
3)

 
N

IE
S 

20
19

 

q5
13

.h
tm

l 
福
島
県
の
野
生
生
物
に
、
放
射

線
に
よ
る
突
然
変
異
は
増
え
て

い
ま
す
か
。

 

国
立
環
境
研
究
所
は
、
放
射
線
に
よ
る

D
N

A
の
傷
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
植
物
お

よ
び
培
養
細
胞
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
の
培
養
細
胞
を
用
い
た
実
験
に
よ
り
、

20
16

年
10
月
時
点
で
、
帰
還
困
難
区
域
の

99
.5

%
の
エ
リ
ア
で
野
生
生
物
の

D
N

A
変
異

増
加
の
心
配
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

玉
置

 (
20

19
)10

4)
 

N
IE

S 
20

16
 

q5
14

.h
tm

l 
避
難
指
示
区
域
に
お
い
て
生
態

系
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い

ま
す
か
。

 

20
14
年
以
降
、
哺
乳
類
、
鳥
類
、
カ
エ
ル
、
昆
虫
な
ど
様
々
な
生
物
を
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
て
い
ま
す
。
哺
乳
類
、
鳥
類
、
カ
エ
ル
類
に
つ
い
て
は
調
査
デ
ー
タ
を

W
EB
上

で
公
開
、
更
新
し
て
い
ま
す
。
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S 

20
14
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15

.h
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l 
現
在
、
福
島
県
内
の
野
生
き
の

こ
、
山
菜
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

濃
度
は
ど
の
程
度
で
す
か
。

 

福
島
県
内
の
き
の
こ
や
山
菜
は
、
野
生
の
も
の
も
含
め
て
毎
年

60
品
目
前
後
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
以
降
、

出
荷
・
販
売
を
目
的
に
生
産
ま
た
は
採
取
さ
れ
る
き
の
こ
や
山
菜
で
、
基
準
値
を
超

え
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

林
野
庁

(2
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4)
10

6)
 

機
構

 
20

24
 

q5
16

.h
tm

l 
淡
水
魚
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

濃
度
は
時
間
と
と
も
に
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
い
ま
す
か
。

 

全
体
と
し
て
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
時
間
と
と
も
に
減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
海
の
魚
に
比
べ
る
と
低
下
の
速
度
は
若
干
遅
い
よ
う
で
す
。

 
水
産
庁

(2
02

4)
10

7)
 

水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

(2
01

6)
10

8)
 

機
構

 
20

24
 

q5
17

.h
tm

l 
渓
流
魚
に
取
り
込
ま
れ
る
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
は
ど
こ
か
ら
来
た

も
の
で
す
か
。
セ
シ
ウ
ム
濃
度

は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
り
ま
す

か
。
【
解
析
事
例
】

 

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
用
い
て
分
析
し
た
結
果
、
渓
流
魚
に
取
り
込
ま
れ
る

セ
シ
ウ
ム
は
、
異
な
る

3
つ
の
経
路
か
ら
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
渓
流
魚
の
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
継
続
的
に
低
下
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
が
、
将
来
予
測
の
た
め
に
は
、
セ
シ
ウ
ム
の
動
き
や
存
在
状
態
の
更
な
る
解
明
が

必
要
で
す
。
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t a

l. 
(2
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9)
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)  

機
構

 
20

20
 

q5
18

.h
tm

l 
海
の
魚
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い

ま
す
か
。

 

福
島
県
の
海
の
魚
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
低
下
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
海
水
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
低
下
も
そ
の
要
因
の
一
つ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
底
生
魚
類
に
つ
い
て
は
、
底
質
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
低
下
し

た
影
響
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

水
産
庁

(2
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4)
10

7)
 

乙
坂

(2
01

3)
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9)
 

O
to

sa
ka

 a
nd

 K
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as

hi
 

(2
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3)
11
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機
構

 
20

24
 

q5
19

.h
tm

l 
野
生
き
の
こ
の
セ
シ
ウ
ム
の
吸

収
し
や
す
さ
は
種
類
に
よ
っ
て

違
う
の
で
す
か
。

 

20
11
年
か
ら

20
17
年
ま
で
に

14
県

26
5
市
町
村
で
採
取
さ
れ
た

10
7
種

3,
18

9
検
体
の
野
生
き
の
こ
の
測
定
デ
ー
タ
の
解
析
結
果
か
ら
、
野
生
き
の
こ
の
セ
シ
ウ
ム

の
吸
収
し
や
す
さ
は
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
な
ど
、
腐
生
菌
と
よ
ば
れ
る
落
ち
葉
や
枯
れ
木
な
ど
を
分
解
し
て
養

分
を
得
る
種
類
の
き
の
こ
は
、
コ
ウ
タ
ケ
な
ど
菌
根
菌
と
よ
ば
れ
る
樹
木
の
根
と
共

生
す
る
種
類
の
き
の
こ
に
比
べ
て
、
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
低
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q5

1a
.h

tm
l 

湖
水
と
魚
類
の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
は
季
節
に
よ
っ
て
変
わ

り
ま
す
か
。〈
茨
城
県
霞
ケ
浦
に

お
け
る
調
査
結
果
〉

 

国
立
環
境
研
究
所
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
後
か
ら

5
年
間
に
わ
た
り
、
茨

城
県
霞
ヶ
浦
（
西
浦
）
に
お
い
て
湖
水
中
（
溶
存
態
）
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の

観
測
を
行
い
ま
し
た
。

 
そ
の
結
果
、
他
の
季
節
と
比
べ
る
と
、
夏
に
湖
水
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
わ

ず
か
に
高
く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
と
も
に
、
魚
類
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
濃
度
も
わ
ず
か
に
高
く
な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
（
た
だ
し
飲
料
水
や

水
産
物
中
の
放
射
性
物
質
の
基
準
値
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
）
。

 

M
at

su
za

ki
 e

t a
l. 

(2
02

0)
11

2)
 

N
IE

S 
20

20
 

q5
1b

.h
tm

l 
土
壌
中
の
カ
リ
ウ
ム
が
多
い
と

野
生
き
の
こ
が
吸
収
す
る
セ
シ

ウ
ム
は
減
る
と
い
う
の
は
本
当

で
す
か
。

 

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
沈
着
量
が
ほ
ぼ
等
し
い

2
つ
の
調
査
地
に
発
生
し
た
、
ス
ス
ケ
ヤ

マ
ド
リ
タ
ケ
の
子
実
体
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
と
土
壌
の
化
学
性
に
つ
い
て
、
調

査
地
間
で
比
較
し
ま
し
た
。

 
そ
の
結
果
、
土
壌
の
交
換
性
カ
リ
ウ
ム
濃
度
が
高
い
方
で
子
実
体
の
放
射
性
セ
シ
ウ

ム
濃
度
が
低
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
土
壌
の
カ
リ
ウ
ム
に
よ
っ

て
き
の
こ
の
セ
シ
ウ
ム
吸
収
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
イ
ネ
な
ど

の
農
作
物
で
は
カ
リ
ウ
ム
を
施
用
す
る
こ
と
で
植
物
体
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
濃

度
が
低
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
成
果
は
、
き
の
こ
に
つ
い
て
も

カ
リ
ウ
ム
の
施
用
に
よ
っ
て
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
低
く
な
る
可
能
性
を
示
し
て

い
ま
す
。
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l 
福
島
県
内
の
野
生
動
物
の
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
ま
す
か
。【
近
年

の
傾
向
】

 

イ
ノ
シ
シ
及
び
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
筋
肉
中

13
7 C

s
濃
度
は
、
近
年
で
あ
っ
て
も
基
準

値
を
超
過
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
帰
還
困
難
区
域
内
の
イ
ノ
シ
シ
の
筋
肉
中

13
7 C

s
濃
度
は
、
帰
還
困
難
区
域
外
の
濃
度
よ
り
高
い
値
で
推
移
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
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県
環

境
創
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セ
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タ
ー

 

20
21

 

q5
1d

.h
tm

l 
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ

り
、
水
生
昆
虫
や
そ
れ
を
餌
と

す
る
淡
水
魚
に
は
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
り
ま
し
た
か
。

 

福
島
県
内
の
河
川
に
お
い
て
採
集
し
た
水
生
昆
虫
（
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ト
ビ
ケ
ラ
）
の

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を
個
体
ご
と
に
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
他
の
個
体
に
比
べ
比
較

的
高
い
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を
示
す
個
体
か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
粒
子
（
セ
シ
ウ

ム
ボ
ー
ル
）
を
発
見
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ヒ
ゲ
ナ
ガ
カ
ワ
ト
ビ
ケ
ラ
の
餌
と
な
る
藻

類
や
河
川
流
下
物
か
ら
も
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
粒
子
を
発
見
し
ま
し
た
。

 
こ
の
結
果
か
ら
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
粒
子
の
生
物
や
食
物
網
へ
の
取
り
込
み
が
初
め

て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
粒
子
は
不
溶
性
で
あ
り
、
餌
と
し
て

体
内
に
入
っ
て
も
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
筋
肉
な
ど
の
体
組
織
に
取
り
込
ま
れ
る
リ

ス
ク
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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11
5)
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l 
生
態
系
・
林

野
火
災
・
結

果
の
公
表

 
(林
野
火
災

の
影
響

) 

火
災
に
よ
り
大
気
中
に
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
は
放
出
さ
れ
た
の
で

す
か
。

 

火
災
時
に
お
け
る
十
万
山
か
ら
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
飛
散
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
か
、

あ
っ
た
と
し
て
も
通
常
の
大
気
浮
遊
じ
ん
中
の
濃
度
に
比
べ
て
十
分
低
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
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島
県
放
射
線
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視
室
・
環
境
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l 
火
災
時
に
ダ
ス
ト
サ
ン
プ
リ
ン

グ
で
観
測
さ
れ
た
放
射
性
セ
シ

ウ
ム
を
含
む
ダ
ス
ト
は
、
元
々

ど
こ
に
あ
っ
た
も
の
で
す
か
。

 

調
査
地
点
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
沈
着
量
が
現
在
も
多
い
こ
と
か
ら
、
周
辺
で
の
土
壌

の
巻
き
上
げ
も
大
気
浮
遊
じ
ん
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
上
昇
に
つ
な
が
る
要

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
す
。
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環
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q5

23
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火
災
時
に
ダ
ス
ト
サ
ン
プ
リ
ン

グ
で
観
測
さ
れ
た
、
放
射
性
セ

シ
ウ
ム
に
よ
る
追
加
の
内
部
被

ば
く
線
量
は
ど
の
く
ら
い
で
す

か
。
ま
た
、
健
康
被
害
の
可
能
性

は
あ
り
ま
す
か
。

 

測
定
さ
れ
た
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
か
ら
推
計
さ
れ
た
内
部
被
ば
く
線
量
は
非
常
に

低
く
、
影
響
は
非
常
に
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
福
島
県
放
射
線
監
視
室
・
環
境

創
造
セ
ン
タ
ー
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17
)11
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福
島
県

 
機
構

 
N
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20
17

 

q5
24

.h
tm

l 
火
災
前
後
で
河
川
や
沢
水
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
に
差
は
あ

り
ま
す
か
。
そ
の
時
間
的
な
変

化
は
ど
う
で
し
た
か
。

 

火
災
地
付
近
の
渓
流
が
流
れ
込
む
河
川
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
か
ら
、
平
水
時
に
お

い
て
は
、
河
川
水
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
火
災
の
前
後
で
大
き
く
変
化
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

福
島
県
放
射
線
監
視
室
・
環
境

創
造
セ
ン
タ
ー

 (
20

17
)11

6)
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島
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構
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20
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25
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tm

l 
火
災
に
よ
り
河
川
や
沢
水
に
流

出
し
た
セ
シ
ウ
ム
量
や
濃
度
は

ど
の
程
度
で
す
か
。
そ
の
時
間

的
な
変
化
は
ど
う
で
し
た
か
。

 

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
流
出
率
は
、
火
災
跡
地
で
は
こ
れ
ま
で
観
察
さ
れ
た
も
の
に
比

べ
て
、
や
や
高
い
ほ
う
の
部
類
に
入
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
後
、
火
災
地
の

被
覆
（
森
林
内
の
地
面
が
低
木
や
草
木
類
、
落
葉
・
落
枝
な
ど
で
覆
わ
れ
て
い
る
状

態
）
の
回
復
と
と
も
に
、
延
焼
し
な
か
っ
た
場
所
と
同
程
度
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

 

長
尾
ほ
か
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9)
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)  
機
構

 
20

19
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26

.h
tm

l 
林
野
火
災
の
影
響
を
検
討
す
る

た
め
に
、
焼
け
た
範
囲
を
精
度

良
く
把
握
す
る
方
法
は
あ
り
ま

す
か
。

 

火
災
跡
地
の
人
工
衛
星
画
像
を
解
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
焼
損
し
た
範
囲
や
焼
損
し

た
樹
木
数
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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機
構

 
20
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l 
生
態
系
・
林

野
火
災
・
結

果
の
公
表

 
(結
果
の
公

表
) 

福
島
の
食
べ
物
は
安
心
で
き
ま

す
か
。

 
食
品
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
検
査
は
、
福
島
県
等
に
よ
っ
て
綿
密
に
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
一
般
食
品
中
の
基
準
値
（

10
0B

q/
kg
）
を
超
え
る
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
食
品
が
市
場
に
出
回
ら
な
い
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

福
島
県
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11

7)
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構

 
20
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l 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
を
ど
こ

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

 
マ
ッ
プ
調
査
等
で
得
ら
れ
た
成
果
を
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
し
て
公
表
し
て
い
ま
す
。
マ
ッ
プ
調
査
等
の
測
定
デ
ー
タ
に
加
え
、
各
省
庁
及
び

地
方
自
治
体
が
測
定
し
た
環
境
デ
ー
タ
も
一
緒
に
集
約
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築

し
、「
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
の
情
報
公
開
サ
イ
ト
」
と
し
て
公
開
し
て

い
ま
す
。

 

―
 

機
構

 
20

23
 

q5
33

.h
tm

l 
地
域
に
密
着
し
た
分
布
マ
ッ
プ

等
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
す

か
。

 

「
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
情
報
公
開
サ
イ
ト
」
で
は
、
詳
細
な
マ
ッ
プ
作
成

や
経
時
変
化
の
確
認
等
、
ユ
ー
ザ
の
知
り
た
い
情
報
へ
の
可
視
化
（
地
図
作
成
、
グ

ラ
フ
作
成
）
を
支
援
す
る
ツ
ー
ル
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

―
 

機
構

 
20

20
 

q5
34

.h
tm

l 
生
活
環
境
の
空
間
線
量
率
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
見
る
こ
と
は
で

き
ま
す
か
。

 

大
規
模
な
環
境
測
定
で
培
っ
た
測
定
技
術
や
デ
ー
タ
処
理
技
術
を
応
用
し
、
福
島
の

路
線
バ
ス
や
公
用
車
に
空
間
線
量
率
測
定
器
を
継
続
し
て
搭
載
・
測
定
し
、
生
活
環

境
に
お
け
る
空
間
線
量
率
の
結
果
を
「
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

 コ
ミ
ュ
タ
ン
福

島
」
に
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
近
い
形
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

 

―
 

機
構

 
20

20
 

q6
11

.h
tm

l 
処
理
水
・
廃

炉
に
関
す
ト
リ
チ
ウ
ム
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
。

 
ト
リ
チ
ウ
ム
は
三
重
水
素
と
呼
ば
れ
る
水
素
の
仲
間
（
同
位
体
）
で
す
。
半
減
期
は

12
年
程
度
で
、
弱
い
放
射
線
を
放
出
し
ま
す
。

 
―

 
機
構

 
20

23
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  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q6

12
.h

tm
l 
る
情
報

 
(ト
リ
チ
ウ

ム
関
連

) 

ト
リ
チ
ウ
ム
が
人
体
へ
与
え
る

影
響
は
あ
り
ま
す
か
。

 
ト
リ
チ
ウ
ム
は
弱
い
ベ
ー
タ
線
（
電
子
）
を
放
出
し
ま
す
。
体
の
外
か
ら
の
被
ば
く

（
外
部
被
ば
く
）
は
無
視
で
き
る
も
の
で
、
体
の
中
に
取
り
込
ん
だ
と
き
の
被
ば
く

（
内
部
被
ば
く
）
も
非
常
に
小
さ
い
で
す
。

 

―
 

機
構

 
20

23
 

q6
16

.h
tm

l 
環
境
中
の
ト
リ
チ
ウ
ム
の
測
定

結
果
は
ど
こ
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
か
？

 

国
や
福
島
県
、
東
京
電
力
が
河
川
水
や
海
水
中
の
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
を
継
続
し
て
測

定
し
て
い
ま
す
。「
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
の
情
報
公
開
サ
イ
ト
」
に
て

測
定
結
果
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

―
 

機
構

 
20

23
 

q6
17

.h
tm

l 
動
植
物
に
取
り
込
ま
れ
た
ト
リ

チ
ウ
ム
は
ど
の
よ
う
に
測
る
の

で
す
か
。

 

動
植
物
内
に
取
り
込
ま
れ
た
ト
リ
チ
ウ
ム
は
、
組
織
内
自
由
水
（

TF
W

T）
と
有
機

結
合
型
ト
リ
チ
ウ
ム
（

O
BT
）
の
状
態
で
存
在
し
ま
す
。
生
体
へ
の
影
響
を
考
え
る

上
で
は
代
謝
に
よ
る
動
き
の
異
な
る

TF
W

T
と

O
BT
を
分
離
し
て
測
定
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
弱
い
ベ
ー
タ
線
を
出
す
ト
リ
チ
ウ
ム
を
液
体
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検

出
器
で
測
定
す
る
た
め
に
は
、

TF
W

T
を
分
離
す
る
工
程
や

O
B

T
を
ト
リ
チ
ウ
ム

水
に
変
換
す
る
工
程
が
必
要
で
す
。
原
子
力
機
構
で
は
こ
れ
ら
の
工
程
に
係
る
時
間

の
大
幅
な
短
縮
に
成
功
し
ま
し
た
。

 

K
uw

at
a 

et
 a

l. 
(2

02
0)

11
8)

 
機
構

 
20

20
 

q6
21

.h
tm

l 
処
理
水
・
廃

炉
に
関
す

る
情
報

 
( 処
理
水
関

連
) 

AL
PS
処
理
水
の
国
の
政
策
に

よ
る
機
構
の
第
三
者
分
析
は
ど

の
よ
う
な
取
組
で
す
か
。

 

機
構
は
、

A
LP

S
処
理
水
の
処
分
に
伴
い
政
府
が
示
し
た
当
面
の
対
策
の
と
り
ま
と

め
を
踏
ま
え
、

A
LP

S
処
理
水
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
客
観
性
及
び
透
明
性
の

高
い
測
定
の
実
施
を
目
的
と
し
、
東
京
電
力
と
は
独
立
し
た
第
三
者
の
立
場
で
の
分

析
（
第
三
者
分
析
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
三
者
分
析
は
、
大
熊
分
析
・
研
究
セ

ン
タ
ー

 放
射
性
物
質
分
析
・
研
究
施
設
第

1
棟
で
実
施
し
、

A
LP

S
処
理
水
の
サ
ン

プ
リ
ン
グ
⇒
分
析
⇒
分
析
結
果
の
国
（
経
済
産
業
省
）
へ
の
報
告
・
公
表
と
い
う
流

れ
で
行
い
ま
す
。

 

―
 

機
構

 
20

23
 

q6
22

.h
tm

l 
処
理
水
の
関
連
取
組
を
公
開
し

て
い
る
サ
イ
ト
情
報
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

 

処
理
水
関
連
の
取
組
等
を
公
開
し
て
い
る
サ
イ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 
―

 
機
構

 
20

23
 

q6
31

.h
tm

l 
処
理
水
・
廃

炉
に
関
す

る
情
報

 
(廃
炉
関
連

)  

廃
炉
に
関
す
る
情
報
は
ど
こ
で

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

 
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
に
関
連
す
る
取
組
等
を
公
開
し
て
い
る
サ
イ
ト
を
ま
と
め
ま
し

た
。

 
―

 
機
構

 
20

24
 

q6
32

.h
tm

l 
放
射
線
は
可
視
化
で
き
ま
す

か
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

建
屋
内
部
の
汚
染
状
況
を
把
握

す
る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
。

 

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
は
多
く
の
機
器
や
ガ
レ
キ
が
汚
染
し
て
お
り
、
そ
れ
ら

の
汚
染
分
布
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
汚
染
箇
所
を

3
次
元
的
に
特
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
や
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ
を
用
い
た
従
来
手

法
は
点
や
面
で
の
測
定
で
あ
り
、

3
次
元
的
な
汚
染
分
布
の
把
握
は
困
難
で
し
た
。

原
子
力
機
構
は
、
こ
う
し
た
現
場
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
放
射
性
物
質
を
可
視
化
す

る
コ
ン
プ
ト
ン
カ
メ
ラ
に
、
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
お
よ
び
レ
ー
ザ
光
を
利
用
し
た

3
次

元
空
間
認
識
デ
バ
イ
ス
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
汚
染
箇
所
や
空
間
線
量
率

を
見
え
る
化
し
た

3
次
元
マ
ッ
プ
を
描
画
す
る
シ
ス
テ
ム
（

iR
IS
）
を
開
発
し
ま
し

た
。

 

Sa
to

 e
t a

l. 
(2

01
8)

11
9)

 
機
構

 
20

21
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  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q6

33
.h

tm
l 

セ
シ
ウ
ム
ボ
ー
ル
と
は
何
で
す

か
。

 
水
に
溶
け
に
く
い

1μ
m
～

1m
m
程
度
の
大
き
さ
の
ガ
ラ
ス
質
で
セ
シ
ウ
ム
を
相
対

的
に
多
く
含
む
粒
子
を
、
不
溶
性
セ
シ
ウ
ム
粒
子
な
ど
と
呼
び
ま
す
。
セ
シ
ウ
ム
ボ

ー
ル
は
こ
の
う
ち
サ
イ
ズ
が
小
さ
く
球
状
の
も
の
の
通
称
で
す
。
東
京
電
力
福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
事
故
で
は
、
事
故
初
期
の
限
ら
れ
た
時
期
に
、
こ
の
セ
シ
ウ
ム
ボ

ー
ル
が
放
出
し
た
ケ
ー
ス
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

 

Sa
to

u 
et

 a
l. 

(2
01

8)
12

0)
 

機
構

 
20

18
 

q6
34

.h
tm

l 
事
故
後
の
原
子
炉
圧
力
容
器
・

格
納
容
器
の
内
部
は
ど
う
な
っ

て
い
ま
す
か
。

 

原
子
力
機
構
は
、
事
故
時
に
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
プ
ラ
ン
ト
か
ら
得
た
貴
重
な

測
定
デ
ー
タ
を
詳
細
に
分
析
し
て
得
ら
れ
た
知
見
、
模
擬
燃
料
集
合
体
で
の
破
損
試

験
の
結
果
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
解
析
コ
ー
ド
の
予
測
お
よ
び
最
新
の
内
部
調
査

か
ら
得
ら
れ
た
結
果
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
各
号
機
の
事
故
進
展
挙
動
を
分

析
・
評
価
し
、
事
故
後
の
炉
内
状
況
を
推
定
し
ま
し
た
。

 

Ya
m

as
hi

ta
 e

t 
al

. 
(2

02
0;

 
20

22
)12

1)
12

2)
 

機
構

 
20

19
 

q6
35

.h
tm

l 
燃
料
デ
ブ
リ
を
安
全
に
取
り
出

す
た
め
に
は
ど
ん
な
情
報
が
必

要
で
す
か
。

 

デ
ブ
リ
を
安
全
に
取
り
出
す
た
め
に
は
硬
さ
や
弾
性
係
数
、
破
壊
靭
性
な
ど
の
機
械

的
特
性
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
原
子
力
機
構
で
は
、
燃
料
デ
ブ
リ
の

機
械
的
特
性
に
注
目
し
、
原
子
レ
ベ
ル
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
評
価
す
る

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

 
し
か
し
な
が
ら
、
デ
ブ
リ
取
出
し
の
た
め
に
は
弾
性
係
数
以
外
の
機
械
的
特
性
な
ど
、

様
々
な
情
報
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
の
多
く
は
実
験
で
確
か
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
生
か
し
て
実
験
を
支
援

し
て
い
く
こ
と
で
、
デ
ブ
リ
の
取
出
し
を
始
め
と
す
る

 福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

廃
止
措
置
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

It
ak

ur
a 

et
 a

l. 
(2

01
9)

12
3)

 
機
構

 
20

19
 

q6
36

.h
tm

l 
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
（

1F
）

構
内
で
は
、
汚
染
水
の
漏
え
い

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
か
。

 

原
子
力
機
構
な
ど
は
、
β
線
と

γ
線
を
区
別
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
測
定
で
き
る
フ

ァ
イ
バ
型
モ
ニ
タ
ー
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

 
こ
の
モ
ニ
タ
ー
を

1F
現
場
や
模
擬
的
な
汚
染
水
を
使
っ
て
検
証
し
た
結
果
、
水
中

の
β
線
核
種
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
（

90
Sr
）
を

γ
線
と
区
別
し
て
検
出
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。

 
β
線
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、
排
水
路
の
現
場
で

サ
ン
プ
リ
ン
グ
・
分
析
を
行
う
こ
と
な
く
、
汚
染
水
の
漏
え
い
有
無
の
判
断
の
迅
速

化
及
び
作
業
員
の
負
担
軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
の
モ
ニ
タ
ー
は
、
東
京
電
力
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
に
よ
り
現
場
設
置
工
事
を
行
い
、
令
和

2
年

1
月

31
日
に
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

 

眞
田

(2
01

6)
12

4)
 

眞
田

ほ
か

(2
01

4;
 

20
16

)12
5)

12
6)

 

機
構

 
20

22
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  フ
ァ
イ
ル

名
 

カ
テ
ゴ
リ

ー
 

ペ
ー
ジ
タ
イ
ト
ル

 
(Q
タ
イ
ト
ル

) 
回
答
（
要
約
部
）

 
主
な
出
典

 
提
供

 
機
関

 
更
新

 
年

 
q6

37
.h

tm
l 

燃
料
デ
ブ
リ
取
り
出
し
作
業
を

行
う
に
あ
た
り
、
作
業
者
の
安

全
を
守
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な

対
策
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

か
。

 

燃
料
デ
ブ
リ
取
り
出
し
作
業
で
は
、
作
業
員
の
内
部
被
ば
く
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

空
気
中
の
放
射
性
微
粒
子
（
α
エ
ア
ロ
ゾ
ル
）
濃
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
重
要
で
す
。

燃
料
デ
ブ
リ
が
残
存
す
る
格
納
容
器
内
は
極
め
て
線
量
率
が
高
く
、
加
え
て
湿
度
も

10
0％
に
近
い
状
態
で
す
。
こ
の
た
め
従
来
の

α
線
用
ダ
ス
ト
モ
ニ
タ
の
適
用
は
非

常
に
困
難
で
す
。

 
原
子
力
機
構
は
こ
う
し
た
現
場
を
想
定
し
、
高
濃
度
の

α
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
測
定
で
き
る
シ
ス
テ
ム
（

IA
AM
）
を
開
発
し
ま
し
た
。

IA
A

M
は
高
湿
度
環

境
で
も
確
実
に
動
作
し
、

1F
格
納
容
器
内
で
想
定
さ
れ
る
濃
度
の

30
倍
以
上
の

α
エ
ア
ロ
ゾ
ル
の
放
射
能
測
定
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
ま
し
た
。

 
取
り
出
し
作
業
等
で
飛
散
す
る
可
能
性
の
あ
る

α
エ
ア
ロ
ゾ
ル
を
「
そ
の
場
」
で
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
れ
ば
、
作
業
の
安
全
性
が
向
上
し
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
改
良
を
進

め
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
廃
炉
現
場
で
の
活
用
を
目
指
し
、
廃
炉
作
業
の
安
全

な
遂
行
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

 

Ts
ub

ot
a 

et
 a

l. 
(2

02
2)

12
7)

 
機
構

 
弘
前
大
学

 20
22
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付録 2 根拠情報Q&Aサイトのアーカイブ（電子データ） 
 

 付録 2はQAサイトのアーカイブデータである（令和 6（2024）年 12月時点）。 
 「付録 2_根拠情報 Q&Aサイトのアーカイブ（電子データ）.zip」を 7-Zip等のアプリケーショ
ンで解凍し、展開後のフォルダにある「index.html」を開くことで、QAサイトを閲覧可能である。
また、英語版のQAサイトも含まれている（同フォルダの/en/index.html）。 
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